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村の人口
１２月末日現在
面積　79.46�

対前月比

男 4,268 人　＋ 5
女 4,322 人　－ 6
計 8,590 人　－ 1
世帯数 2,127 戸　－ 1
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村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を

迎
え
、
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。皆

様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
村
政
に
対

す
る
暖
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
協

力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
二
十
一
世
紀
に
入
っ

て
早
く
も
五
年
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

人
々
の
平
和
な
二
十
一
世
紀
へ
の
期
待

は
世
界
各
地
で
裏
切
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

国
外
は
言
う
に
及
ば
ず
、
国
内
に
お

い
て
も
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
対

応
に
対
し
、
経
済
制
裁
を
求
め
る
声
が

強
ま
っ
て
お
り
そ
の
推
移
が
注
目
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
混
乱
の
続
く
イ
ラ
ク
へ

は
現
在
、
福
島
県
出
身
の
多
く
の
隊
員

が
派
遣
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
人
類
の
良

心
と
英
知
を
も
っ
て
、
今
年
こ
そ
は
平

和
な
世
界
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
、
強

く
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、「
三
位
一
体
改
革
」
に
つ
い
て

は
、
全
国
知
事
会
や
全
国
町
村
会
等
で

構
成
さ
れ
る
地
方
六
団
体
と
国
に
よ
る

協
議
が
行
わ
れ
、
一
応
の
結
論
が
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
不
充
分
で
あ

り
ま
す
。
今
後
も
、
安
定
的
財
源
の
確

保
を
国
に
対
し
要
求
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

次
に
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
私
は
従
来
よ
り
、
地
方
自

治
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、「
住
民
の
福

祉
、
住
民
の
幸
せ
」
の
実
現
に
あ
る
。

大
切
な
の
は
、
民
主
主
義
の
そ
し
て
、

村
の
主
人
公
で
あ
る
皆
さ
ん
の
声
で
あ

り
、
合
併
に
つ
い
て
は
、
村
民
の
皆
様

の
「
発
声
発
議
」
に
よ
る
べ
き
で
、「
村

長
と
し
て
は
、
他
の
政
策
と
は
違
い
、

決
し
て
方
向
付
け
の
ハ
ン
ド
ル
は
切
ら

な
い
」
と
の
考
え
を
申
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

結
果
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
大
玉
村

は
他
の
市
町
村
と
合
併
す
べ
き
と
の
大

き
な
声
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、こ
れ
は
、

取
り
も
直
さ
ず
村
民
の
皆
さ
ん
は
合
併

を
望
ん
で
い
な
い
も
の
と
判
断
す
べ
き

と
考
え
、
自
立
の
道
を
探
る
べ
く
「
自

立
計
画
」
を
策
定
し
、
議
会
を
は
じ
め

村
民
の
皆
様
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
併
せ
て
、
今
月
の
村
広
報
に

自
立
計
画
を
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
、
皆
様
の
ご
意
見
お
考
え
を
お

聞
き
し
、
状
況
を
見
極
め
三
月
ま
で
に

は
結
論
を
出
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。今

後
も
、「
三
位
一
体
改
革
」
等
、
不

確
定
な
要
素
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
引

続
き
効
率
的
、
重
点
的
行
政
運
営
に
努

め
健
全
財
政
の
維
持
を
目
指
し
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
、
ご
理
解
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

次
に
、「
住
民
が
幸
せ
に
、
く
ら
し
に

安
心
、
環
境
と
の
調
和
を
は
か
り
住
み

良
い
村
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
、
実

施
、
ま
た
は
、
継
続
中
の
主
な
事
務
事
業

に
つ
い
て
若
干
お
話
し
申
し
上
げ
ま
す
。

先
ず
、
産
業
の
面
で
は
、
昨
年
も
、
東

京
に
て
大
玉
の
米
を
中
心
と
す
る
Ｐ
Ｒ

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
も
転
作
奨
励
と
、
村

内
商
業
振
興
を
目
的
に
共
通
商
品
券
を

生
産
調
整
協
力
農
家
に
交
付
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

次
に
、
道
路
関
係
で
は
、
大
玉
と
白

沢
を
結
ぶ
、
ド
リ
ー
ム
ラ
イ
ン
の
諸
田

踏
切
の
拡
幅
改
良
工
事
に
着
手
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
道
４
号
線
の

玉
貫
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
国
に
よ
り

新
年
度
着
工
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

町
尻
・
当
地
内
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、

木
ノ
下
交
差
点
よ
り
ふ
る
さ
と
農
道
を

経
由
し
て
、
小
姓
内
地
内
県
道
ま
で
開

通
い
た
し
、未
整
備
区
間
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
七
年
度
よ
り
引
き
続
き
整
備
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
通
学
路
の
安
全
確
保
の
た
め

の
神
原
田
・
馬
尽
線
は
新
た
に
大
山
小

学
校
よ
り
高
速
道
ま
で
今
年
度
中
に
完

成
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
教
育
福
祉
の
面
で
は
、
学
校

施
設
整
備
に
努
め
、
今
後
も
子
供
達
が

明
る
く
伸
び
伸
び
と
学
習
で
き
る
環
境

の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
に
引
続

き
村
独
自
の
外
国
人
英
語
教
師
及
び
補

助
教
師
を
配
置
し
、
早
期
の
英
語
教
育

と
充
実
し
た
児
童
教
育
に
力
を
注
ぎ
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

介
護
保
険
は
、
ス
タ
ー
ト
以
来
順
調

に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
行
わ
れ
て
お
り

「
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
及
び
「
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
」
の
管
理
運

営
を
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て

お
り
ま
す
が
、
引
続
き
多
く
の
ご
利
用

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
地
域
の
各
種
集
会
な
ど
で
ご

利
用
い
た
だ
く
た
め
、
大
山
東
部
地
区

に
「
東
部
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
を
建

設
す
べ
く
事
業
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
村
政
の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
皆
様
か

ら
の
、
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
聞
き
し

な
が
ら
、今
後
更
に
創
意
工
夫
を
重
ね
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
村
民
の
皆
様
方
の

ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
決
意
を
新

た
に
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

ご
協
力
を
、
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様
の

益
々
の
ご
健
勝
と
、
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

大
玉
村
長
　
　
浅
　
和
　
定
　
次
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
穏
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

依
然
と
し
て
国
内
外
の
情
勢
は
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
国
外
で
は
、
イ

ラ
ク
国
内
の
治
安
が
治
ま
ら
な
い
状
態

が
続
き
、
国
際
テ
ロ
組
織
へ
の
不
安
、

国
際
紛
争
、
北
朝
鮮
の
核
開
発
へ
の
脅

威
な
ど
、
世
界
の
治
安
情
勢
が
不
安
定

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
一

刻
も
早
く
解
消
し
、
平
和
な
世
界
に
な

る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
国
内
で
は
、
国
際
協
調
、
人
道
的

支
援
、
イ
ラ
ク
復
興
支
援
と
し
て
、
自

衛
隊
の
派
遣
を
行
い
、
昨
年
十
二
月
に

は
こ
の
派
遣
延
長
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
イ
ラ
ク
国
内
で
の
日
本
人
拉

致
及
び
殺
害
事
件
な
ど
も
起
こ
り
、
国

民
の
感
情
を
不
安
に
さ
せ
た
も
の
で
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は
夏
の
猛
暑

な
ど
列
島
を
覆
う
異
常
気
象
、
数
多
く

の
台
風
の
上
陸
そ
し
て
被
害
と
、ま
た
、

阪
神
大
震
災
の
震
度
を
超
え
る
新
潟
中

越
地
震
の
災
害
と
、
今
も
多
く
の
被
災

者
が
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
発
祥
の
地
で
行

わ
れ
た
ア
テ
ネ
五
輪
で
の
選
手
の
活
躍

や
北
朝
鮮
の
拉
致
被
害
者
家
族
の
帰
国

な
ど
、
明
る
い
話
題
も
あ
り
、
今
年
は

拉
致
被
害
者
全
員
の
帰
国
を
早
期
に
望

む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
経
済
は
国
の
構
造
改
革
、
地

方
分
権
推
進
に
か
ら
む
三
位
一
体
改
革

と
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

経
済
回
復
も
な
か
な
か
上
昇
気
流
に
乗

る
の
に
は
ほ
ど
遠
い
状
態
で
あ
り
ま
す
。

社
会
現
象
や
国
民
生
活
で
も
、
子
供
が

被
害
者
と
な
る
凶
悪
事
件
が
相
次
ぎ
、

ま
た
、
少
年
犯
罪
事
件
の
多
発
、
情
報

通
信
に
か
ら
ん
だ
携
帯
メ
ー
ル
、
ネ
ッ

ト
社
会
の
犯
罪
、
高
齢
者
等
の
人
の
人

情
に
付
け
入
る
詐
欺
事
件
の
多
発
し
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
施
策
を

講
じ
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済
景
気
回

復
の
早
期
対
応
、そ
し
て
明
る
い
社
会
、

平
和
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
世
相
が
で

き
る
よ
う
期
待
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
社
会
経
済
状
況
の
中
、

村
に
お
い
て
も
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
数
々
の
行
財
政
改
革
を
進

め
な
が
ら
、
順
調
に
事
務
事
業
を
展
開

し
て
参
り
ま
し
た
。
本
村
産
業
の
米
作

は
天
候
に
恵
ま
れ
た
も
の
の
、
収
穫
時

の
天
候
不
順
に
よ
り
や
や
低
収
穫
と
な

り
ま
し
た
が
、
大
き
な
被
害
で
な
く
安

心
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
生
活
道

路
整
備
は
村
道
町
尻
当
地
内
線
、
ふ
る

さ
と
農
道
整
備
反
田
線
が
供
用
開
始
し
、

ま
た
、
神
原
田
馬
尽
線
改
良
工
事
の
着

手
、
そ
の
ほ
か
定
住
人
口
増
加
対
策
、

少
子
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
福
祉
、
健

康
、教
育
と
施
策
を
進
め
て
来
ま
し
た
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
全
国
、
県
内
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
、合
併
す
る
も
の
、

そ
う
で
な
く
な
っ
た
も
の
、
自
立
の
方

向
と
様
々
な
動
き
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
村
議
会
で
も
村
方
針
に
対
す
る
考
え

に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
、
村
か
ら
将
来

の
姿
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
水
準
、
生
活
基

盤
整
備
、
財
政
計
画
を
踏
ま
え
た
、
自

立
計
画
書
村
民
説
明
会
が
実
施
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
村
民

皆
様
の
考
え
、
声
を
聞
き
な
が
ら
、
議

会
と
し
て
の
方
向
性
を
検
討
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
も
引
き
続
き
「
住
民
が
幸
せ

に
、
く
ら
し
に
安
心
、
環
境
と
の
調
和

を
は
か
り
住
み
よ
い
村
づ
く
り
」
の
基

本
に
沿
っ
た
施
策
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
、

責
任
あ
る
村
づ
く
り
、社
会
づ
く
り
に
、

行
政
と
と
も
に
議
会
も
一
丸
と
な
っ
て

村
政
伸
展
の
た
め
、
鋭
意
努
力
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

今
後
と
も
村
政
発
展
の
た
め
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

大
玉
村
議
会
議
長
　
　
菅
　
野
　
行
　
雄
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昭
和
三
十
年
に
本
村
が
誕
生
し

て
以
来
、
大
玉
村
建
設
計
画
・
総

合
振
興
計
画
・
国
土
利
用
計
画
・

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
及

び
そ
れ
ら
を
実
行
す
る
た
め
に
具

体
的
な
各
種
計
画
を
策
定
し
、
産

業
の
振
興
、
生
活
環
境
の
整
備
、

教
育
文
化
の
向
上
、
福
祉
・
健
康

の
充
実
、
地
域
連
帯
の
強
化
等
を

基
本
目
標
と
し
て
、
本
村
の
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
・
地
理
的
条
件
等

を
有
効
に
活
用
し
、
財
政
の
健
全

化
を
維
持
し
つ
つ
、
各
種
施
策
に

取
り
組
み
、
着
実
に
成
果
を
あ
げ

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
社
会
的
・

経
済
的
に
も「
大
玉
風
・
ら
し
さ
」

の
生
活
基
盤
が
確
立
し
つ
つ
あ
る
。

今
後
と
も
、
安
達
太
良
山
を
は

じ
め
豊
か
な
自
然
が
も
た
ら
す
恵

み
と
し
て
の
豊
富
な
水
、
肥
沃
な

大
地
、
良
好
な
自
然
環
境
並
び
に

関
東
・
東
北
地
方
の
大
動
脈
と
な
っ

て
い
る
国
道
４
号
等
を
大
切
か
つ

有
効
に
活
用
し
、「
大
い
な
る
田
舎
」

と
し
て
の
大
玉
村
を
築
く
も
の
で

あ
る
。

そ
の
た
め
、
今
ま
で
の
諸
施
策

の
成
果
を
基
礎
と
し
、
更
な
る
発

展
を
図
る
た
め
、「
安
全
安
心
の
食

料
基
地
」
と
し
て
の
農
業
農
村
の

自
覚
、「
人
は
活
力
の
源
」
の
原
点

か
ら
、
定
住
人
口
増
加
対
策
及
び

「
経
済
の
活
力
」
か
ら
、
企
業
誘
致
・

雇
用
対
策
等
を
積
極
的
に
推
進
し
、

自
主
財
源
の
拡
大
確
保
を
図
る
。

一
方
、
歳
出
に
お
い
て
は
官
民
協

働
の
精
神
を
持
ち
、
費
用
対
効
果

を
含
め
、
重
点
選
別
主
義
で
総
体

的
な
見
直
し
を
行
い
、
可
能
な
限

り
削
減
を
図
り
健
全
な
る
財
政
計

画
を
樹
立
し
、
名
実
と
も
に
自
立

す
る
た
め
憲
法
第
九
十
二
条
及
び

地
方
自
治
法
第
一
条
の
二
に
基
づ

き
、
法
理
上
、
自
主
性
・
自
立
性

が
保
障
さ
れ
て
い
る
本
来
の
住
民

自
治
・
団
体
自
治
を
確
立
す
る
。

本
計
画
は
、
以
上
の
趣
旨
に
基

づ
き
将
来
の
村
の
姿
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
水
準
、
生
活
基
盤
等
の
整

備
等
並
び
に
財
政
状
況
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
を
行
財
政

等
の
全
般
に
わ
た
っ
て
検
討
し
、

策
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
各
種
計

画
を
実
行
す
る
際
の
基
本
と
な
る

も
の
で
あ
る
。

平
成
十
六
年
度
を
初
年
度
と
し
、

平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の
十
年
間

と
す
る
。
但
し
、
毎
年
度
ロ
ー
リ

ン
グ
方
式
で
見
直
し
を
し
、
そ
の

都
度
期
間
は
十
年
間
と
す
る
。

第
１
　
将
来
の
姿
・
住
民
サ
ー
ビ
ス

水
準
・
生
活
基
盤
等
の
整
備

１
　
長
期
的
に
計
画
さ
れ
て
い
る

建
設
事
業

�
教
育
施
設

（ア）
小
学
校

二
校
の
内
、
大
山
小
学
校
は
昭

和
五
十
三
年
三
月
に
屋
内
運
動
場
、

昭
和
五
十
五
年
三
月
に
校
舎
が
新

築
さ
れ
、
更
に
昭
和
五
十
九
年
に

三
教
室
を
増
築
、
平
成
十
五
年
に

家
庭
科
室
を
改
修
し
た
。従
っ
て
、

計
画
期
間
内
に
於
い
て
大
規
模
改

修
の
予
定
は
な
く
、
経
常
的
維
持

補
修
を
実
施
す
る
。

玉
井
小
学
校
は
、
昭
和
四
十
四

年
・
四
十
五
年
に
校
舎
、
昭
和
五

十
七
年
に
屋
内
運
動
場
が
建
設
さ

れ
た
。
校
舎
に
つ
い
て
は
多
少
老

朽
化
し
た
陸
屋
根
を
切
妻
屋
根
に

改
修
し
、
更
に
、
平
成
十
四
年
に
外

壁
を
全
面
的
に
改
修
し
た
。
従
っ

て
、
今
後
内
部
の
改
修
を
計
画
的

に
実
施
す
る
。

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
五
年
度
の
児
童
数
及
び
学

級
数
が
大
山
小
学
校
二
四
四
名
・

十
一
学
級
、
玉
井
小
学
校
三
一
九

名
・
十
二
学
級
と
概
ね
標
準
（
中

規
模
）
な
た
め
、
計
画
は
な
い
。

（
小
規
模
校
十
二
学
級
未
満
、
中

規
模
校
十
二
以
上
〜
十
八
未
満
、

大
規
模
校
十
八
以
上
）

（イ）
中
学
校

昭
和
五
十
年
四
月
に
玉
井
中
学

校
・
大
山
中
学
校
が
統
合
さ
れ
大

玉
中
学
校
と
な
り
、
昭
和
五
十
一

年
一
月
に
校
舎
・
同
七
月
プ
ー
ル
・

同
十
一
月
屋
内
運
動
場
・
平
成
元

年
四
月
武
道
館
を
建
設
し
た
。
校

舎
に
つ
い
て
は
平
成
十
・
十
一
年

度
で
大
規
模
改
造
耐
震
補
強
工
事

が
完
了
し
た
た
め
、
計
画
期
間
内

の
改
修
は
な
い
。
ま
た
、
プ
ー
ル

に
つ
い
て
も
平
成
十
二
年
度
改
築

し
た
の
で
同
様
で
あ
る
。
屋
内
運

動
場
及
び
武
道
館
に
つ
い
て
は
、

屋
根
の
塗
装
を
中
心
に
年
次
計
画

で
改
修
を
図
る
。

（ウ）
幼
稚
園

昭
和
四
十
七
年
四
月
に
玉
井
・

大
山
両
小
学
校
内
に
設
置
し
、
昭

前
　
　
文

計
画
期
間

検
討
項
目
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化
団
体
連
絡
協
議
会
等
の
利
便
を

図
る
た
め
、
ス
テ
ー
ジ
並
び
に
音

響
・
照
明
等
の
施
設
整
備
を
図
る

な
ど
、
多
目
的
に
利
用
可
能
と
し

た
。
今
後
は
内
部
の
改
造
を
検
討

し
、
ミ
ニ
文
化
会
館
的
機
能
が
果

た
さ
れ
る
よ
う
整
備
を
図
る
。

大
山
公
民
館

昭
和
五
十
五
年
四
月
に
鉄
骨
造

二
階
建
、
四
九
七
・
二
㎡
の
規
模

で
開
館
し
て
以
来
、
建
物
の
内
部

の
維
持
補
修
を
し
て
き
た
。
平
成

十
三
年
四
月
大
山
公
民
館
の
職
員

を
大
玉
公
民
館
に
統
合
す
る
と
同

時
に
、
公
民
館
職
員
か
ら
生
涯
学

習
課
職
員
に
組
織
替
え
を
し
た
。

今
後
は
、大
山
公
民
館
を
廃
止
し
、

地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
的
利
用

を
図
る
た
め
必
要
な
改
造
を
図
る
。

あ
だ
た
ら
ふ
る
さ
と
ホ
ー
ル

平
成
元
年
四
月
に
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
二
階
建
、
六
五
一
・
七

七
㎡
の
規
模
で
歴
史
民
俗
資
料
館

並
び
に
図
書
館
的
機
能
を
持
っ
て

開
館
し
た
。
今
後
は
、
改
善
セ
ン

タ
ー
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

図
書
館
と
し
て
の
機
能
充
実
を
図

る
。村

民
体
育
館

和
四
十
九
年
四
月
に
大
山
幼
稚
園

園
舎
・
昭
和
五
十
年
四
月
に
玉
井

幼
稚
園
園
舎
を
新
築
し
た
。
平
成

十
五
年
度
の
園
児
数
は
大
山
五
三

名
・
玉
井
八
四
名
・
計
一
三
七
名

で
あ
る
。

平
成
十
八
年
度
よ
り
、
国
の
施

策
に
お
い
て
幼
保
一
元
化
が
推
進

さ
れ
る
こ
と
、
園
舎
が
老
朽
化
す

る
こ
と
、
平
成
十
六
年
度
よ
り
終

園
後
の
預
か
り
保
育
を
実
施
す
る

こ
と
、
保
育
所
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
必
要
が
生
じ
る
こ
と
、
保
育

所
運
営
費
の
国
庫
補
助
金
が
廃
止

さ
れ
た
こ
と
、
よ
り
以
上
の
安
全
・

安
心
を
図
る
た
め
従
事
職
員
の
勤

務
体
制
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ

る
こ
と
等
か
ら
、
平
成
十
八
年
以

降
に
は
現
在
の
保
育
所
と
二
つ
の

幼
稚
園
を
統
合
し
、
新
た
な
位
置
・

施
設
建
築
及
び
経
営
の
手
法
等
を

含
め
て
検
討
す
る
。

（エ）
社
会
教
育
・
体
育
施
設

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
大
玉
公
民
館
）

昭
和
五
十
七
年
六
月
に
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
、
一
、
三

四
八
・
四
三
㎡
の
規
模
で
開
館
し

て
以
来
、
多
く
の
村
民
の
方
々
に

愛
さ
れ
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
特

に
、
ホ
ー
ル
（
大
研
修
室
）
は
文

昭
和
六
十
年
四
月
鉄
骨
造
一
部

二
階
建
、
一
、
五
七
一
㎡
の
規
模

で
開
館
し
た
。
今
後
は
、
屋
根
の

塗
装
及
び
屋
内
ス
テ
ー
ジ
（
移
動

用
）
並
び
に
音
響
・
照
明
等
の
施

設
整
備
を
行
い
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
核
と
す
る
。

そ
の
他
の
施
設

村
民
運
動
場
・
改
善
セ
ン
タ
ー

体
育
館
・
同
運
動
場
・
村
民
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
・
村
民
プ
ー
ル
等
に
つ

い
て
は
、
善
良
な
維
持
管
理
に
努

め
る
。

特
に
、
村
民
プ
ー
ル
・
村
民
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
管
理
運
営
は
民
間

委
託
を
検
討
す
る
。

�
基
幹
道
路

（ア）
村
道

一
次
生
活
圏
か
ら
二
次
生
活
圏

へ
の
連
絡
道
に
つ
い
て
は
概
ね
整

備
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
、
各
道

路
敷
の
点
検
を
行
い
一
・
五
車
線

の
確
保
に
努
め
、
歩
行
者
が
安
心

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
な
改
良

を
計
画
的
に
実
施
す
る
。

広
域
的
連
絡
道
は
本
村
を
縦
断

し
、
北
は
二
本
松
市
、
南
は
本
宮

町
・
郡
山
市
へ
通
じ
る
町
尻
・
当

地
内
線
及
び
ふ
る
さ
と
農
道
反
田

線
が
二
車
線
片
側
歩
道
付
で
平
成

十
五
年
に
、
県
道
大
橋
・
五
百
川

停
車
場
線
へ
接
続
と
な
っ
た
。
未

改
良
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七

年
度
よ
り
計
画
的
に
整
備
す
る
。

ま
た
、北
は
二
本
松
市
岳
温
泉
、

南
は
本
宮
町
岩
根
、
郡
山
市
へ
通

じ
る
間
黒
・
皿
久
保
線
及
び
細
田
・

矢
沢
線
が
あ
る
。
本
路
線
に
つ
い

て
は
全
線
二
車
線
で
は
な
く
一
部

二
車
線
（
間
黒
・
山
城
間
）
の
た

め
、
交
通
量
等
を
十
分
検
討
し
計

画
的
に
整
備
す
る
。

本
村
を
横
断
し
国
道
４
号
に
接

続
し
て
い
る
幹
線
と
し
て
の
神
原

田
・
馬
尽
線
は
、
神
原
田
よ
り
木

ノ
下
ま
で
片
側
歩
道
二
車
線
で
整

備
さ
れ
て
い
る
。
木
ノ
下
か
ら
国

道
４
号
を
横
断
し
県
道
須
賀
川
・

二
本
松
線
ま
で
は
、
平
成
十
五
年

度
で
高
速
道
ま
で
の
用
地
買
収
済

み
を
含
め
、
平
成
十
九
年
度
完
成

を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
村

を
横
断
し
本
宮
町
地
内
の
国
道
４

号
に
接
続
し
て
い
る
竹
ノ
内
・
袋

内
線
に
つ
い
て
は
、
竹
ノ
内
か
ら

県
道
大
橋
・
五
百
川
停
車
場
線
ま

で
、
県
道
石
筵
・
本
宮
線
の
バ
イ

パ
ス
と
し
て
整
備
す
る
よ
う
、
継

続
し
て
福
島
県
へ
強
力
に
要
望
す

る
。

（イ）
県
道

石
筵
・
本
宮
線
は
石
筵
ま
で
全

線
通
行
可
能
と
す
る
こ
と
、
竹
ノ

内
か
ら
町
尻
ま
で
の
狭
隘
間
を
、

バ
イ
パ
ス
と
し
て
竹
ノ
内
・
袋
内

線
を
整
備
す
る
こ
と
を
要
望
し
て

い
く
。

本
宮
・
土
湯
温
泉
線
は
、
玉
貫

交
差
点
か
ら
歩
道
等
の
整
備
を
要

望
し
て
い
く
。

須
賀
川
・
二
本
松
線
は
、
歩
道

等
の
整
備
を
要
望
し
て
い
く
。

岳
温
泉
・
大
玉
線
は
一
部
二
車

線
で
あ
る
が
、
残
り
に
つ
い
て
は

最
低
一
・
五
車
線
で
整
備
す
る
よ

う
要
望
し
て
い
く
。

（ウ）
国
道
４
号

早
期
四
車
化
実
現
を
継
続
要
望

し
て
い
く
。

�
公
共
施
設

（ア）
役
場
庁
舎

現
在
の
庁
舎
は
昭
和
三
十
七
年

に
建
築
さ
れ
老
朽
化
し
て
い
る
が
、

消
防
法
等
の
規
制
及
び
財
源
の
問

題
が
あ
っ
た
た
め
、
全
面
改
築
せ

ず
業
務
及
び
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
必

要
な
都
度
修
繕
並
び
に
一
部
改
築

を
実
施
し
、
善
良
な
管
理
に
努
め

将
来
全
面
改
築
す
べ
き
庁
舎
建
設
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基
金
を
設
置
し
、
平
成
十
五
年
度

末
現
在
で
約
七
億
二
千
万
円
を
積

み
立
て
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
に
つ
い
て

も
同
様
な
考
え
方
で
現
庁
舎
を
維

持
し
、
庁
舎
建
設
の
目
標
年
次
が

決
定
す
る
ま
で
、
基
金
の
積
立
を

継
続
す
る
。

（イ）
総
合
運
動
公
園
・

文
化
ホ
ー
ル
（
仮
称
）

当
分
の
間
、
現
在
の
各
類
似
施

設
を
改
善
し
な
が
ら
使
用
し
、
費

用
対
効
果
を
含
め
詳
細
な
需
要
等

の
調
査
を
継
続
す
る
。

�
上
下
水
道

（ア）
上
水
道

昭
和
五
十
三
年
四
月
二
十
二
日

付
、
一
日
最
大
給
水
量
一
、
一
一

八
・
五
�
、
計
画
給
水
人
口
四
、

九
七
〇
人
の
内
容
で
簡
易
水
道
と

し
て
認
可
を
受
け
、
総
事
業
費
八

四
八
、五
四
八
千
円
を
投
資
し
て
、

第
一
、
第
二
、
第
三
水
源
を
確
保

し
、
昭
和
五
十
六
年
五
月
六
日
低

区
（
玉
井
一
・
二
・
三
・
四
各
区

全
域
、
五
・
七
各
区
一
部
地
域
、
大

山
一
・
二
・
三
・
六
各
区
全
域
、

四
・
五
各
区
一
部
地
域
）
に
つ
い

て
給
水
開
始
し
た
。

平
成
二
年
二
月
一
日
付
、
一
日

最
大
給
水
量
三
、
五
〇
〇
�
、
計

画
給
水
人
口
八
、
二
〇
〇
人
の
内

容
で
上
水
道
と
し
て
認
可
を
受

け
、
総
事
業
費
一
、
三
八
四
、
八

二
二
千
円
を
投
資
し
て
、
第
四
水

源
を
確
保
し
、
平
成
七
年
三
月
ま

で
随
時
高
区
（
玉
井
五
・
七
各
区

一
部
地
域
、
六
・
八
・
九
・
一
〇

各
区
全
域
、
大
山
四
・
五
各
区
一

部
地
域
）
に
つ
い
て
給
水
開
始
し

た
。
こ
の
時
点
で
本
村
全
域
給
水

開
始
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
。

更
に
、
将
来
と
も
安
定
供
給
確

保
の
た
め
、
平
成
十
二
年
九
月
二

十
二
日
付
、一
日
最
大
給
水
量
四
、

六
〇
〇
�
、計
画
給
水
人
口
一
〇
、

〇
〇
〇
人
、
目
標
年
次
平
成
二
十

六
年
の
内
容
で
認
可
を
受
け
、
総

事
業
費
八
九
三
、
五
七
四
千
円
を

投
資
し
て
、
第
五
水
源
一
号
・
二

号
を
確
保
し
た
。

今
後
は
、
人
口
の
動
向
及
び
企

業
等
の
特
殊
利
用
を
考
慮
し
、
第

五
水
源
拡
張
に
伴
い
一
、
〇
〇
〇

�
規
模
の
配
水
池
増
設
及
び
石
綿

管
の
老
朽
化
に
伴
う
埋
設
管
の
更

新
が
考
え
ら
れ
る
が
、
緊
急
性
か

ら
し
て
当
該
期
間
内
の
投
資
は
な

い
。（イ）

下
水
道

平
成
七
年
六
月
、
本
村
の
住
み

よ
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
し

尿
・
生
活
雑
排
水
等
を
処
理
す
る

目
的
で
、
計
画
処
理
人
口
一
、
九

〇
〇
人
、
総
事
業
費
一
、
五
六
二
、

〇
〇
〇
千
円
を
投
資
し
て
、
大
山

一
区
全
域
・
二
・
三
各
区
の
一
部

を
処
理
区
と
し
て
、
大
山
第
一
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
を
完
成
さ

せ
供
用
開
始
し
た
。

平
成
十
六
年
一
月
現
在
の
利
用

状
況
は
、
件
数
一
六
九
件
・
人
口

九
一
三
人
と
な
っ
て
お
り
、今
後
、

計
画
処
理
人
口
か
ら
し
て
地
区
内

に
お
い
て
人
口
並
び
に
企
業
等
の

利
用
増
加
に
は
十
分
対
応
可
能
で

あ
る
。

同
様
な
目
的
で
平
成
十
五
年
四

月
、
計
画
処
理
人
口
三
、
三
〇
〇

人
、
総
事
業
費
二
、
五
六
二
、
四

五
七
千
円
を
投
資
し
て
、
玉
井

二
・
三
・
四
各
区
全
域
、
一
・
五

各
区
の
一
部
を
処
理
区
と
し
て
、

玉
井
第
二
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
を
供
用
開
始
し
た
。
当
該
処
理

能
力
も
需
要
増
に
十
分
対
応
可
能

で
あ
る
。

今
後
は
処
理
利
用
人
口
の
動
向

に
よ
り
本
管
の
増
設
及
び
各
種
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
等
の
費
用
の
み
で
あ

る
。処

理
区
域
外
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
年
間
三
十
基
程
度
の
合
併

処
理
浄
化
槽
の
普
及
を
図
る
。
な

お
、
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理

浄
化
槽
に
切
り
替
え
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
村
単
独
の
補
助
制
度
も

引
き
続
き
継
続
す
る
。

�
保
健
・
福
祉
施
設

（ア）
大
玉
村
保
健
セ
ン
タ
ー

住
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す

る
保
健
予
防
施
設
と
し
て
、
昭
和

六
十
二
年
四
月
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
二
階
建
・
延
面
積
七
九
八
・

五
㎡
・
工
事
費
一
三
一
、
四
二
六
千

円
で
建
設
し
た
も
の
で
、
当
該
計

画
期
間
内
の
改
造
等
は
な
く
、
経

常
的
な
維
持
補
修
費
の
み
で
あ
る
。

現
在
の
業
務
内
容
は
、
健
康
相

談
及
び
健
康
教
育
事
業
、
乳
幼
児

検
診
及
び
保
健
指
導
、
成
人
病
検

診
及
び
予
防
事
業
、
栄
養
改
善
事

業
、
社
会
福
祉
諸
事
業
、
介
護
保

険
事
業
等
で
あ
る
。
今
後
も
保
健

福
祉
行
政
の
拠
点
機
能
を
充
実
さ

せ
、
村
民
の
福
祉
の
向
上
と
健
康

を
守
る
た
め
、
総
合
的
な
保
健
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
行
う
。

（イ）
大
玉
村
老
人

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

虚
弱
老
人
に
対
す
る
在
宅
援
護

サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
、
平
成

九
年
四
月
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

一
階
建
・
延
面
積
七
一
〇
㎡
・
工

事
費
二
九
〇
、
四
二
八
千
円
で
建

設
し
た
も
の
で
、
当
該
計
画
期
間

内
の
改
造
等
は
な
く
、
経
常
的
な

維
持
補
修
費
の
み
で
あ
る
。

業
務
及
び
施
設
管
理
に
つ
い
て

は
、
平
成
十
五
年
四
月
か
ら
大
玉

村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
し
た
。

委
託
し
て
か
ら
の
業
務
内
容
は
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
・
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
・

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
等
で
あ
る
。

今
後
も
弾
力
的
な
運
用
を
図
り
、

サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
。

（ウ）
大
玉
村

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら

高
齢
者
の
自
立
支
援
、
児
童
の

健
全
育
成
支
援
、
知
的
障
害
者
の

小
規
模
授
産
所
等
を
一
体
的
に
利

用
で
き
る
本
村
の
福
祉
の
拠
点
と

し
て
、
平
成
十
三
年
四
月
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
一
階
建
・
延
面
積

一
、八
八
七
㎡
・
工
事
費
四
四
八
、

九
五
三
千
円
で
建
設
し
た
も
の
で
、

当
該
計
画
期
間
内
の
改
造
等
は
な

く
、
経
常
的
な
維
持
補
修
費
の
み

で
あ
る
。

業
務
及
び
施
設
管
理
に
つ
い
て

は
、
平
成
十
五
年
四
月
か
ら
大
玉
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村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
し
た
。

主
な
業
務
内
容
は
、
高
齢
者
生
き

が
い
活
動
通
所
事
業
・
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
・
多
目
的
広
場

活
用
事
業
（
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
）・
小
規
模
授
産
活
動
支
援
事

業
で
あ
る
。

今
後
も
弾
力
的
な
運
用
を
図
り
、

健
全
な
運
営
に
努
め
る
。

�
農
業
基
盤
整
備
等

土
地
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

第
一
次
農
業
構
造
改
善
事
業
、
県

営
圃
場
整
備
事
業
、
団
体
営
土
地

改
良
事
業
、
非
補
助
土
地
改
良
事

業
、
共
同
施
行
土
地
改
良
事
業
等

に
よ
り
、
農
地
の
約
七
〇
％
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
水
田
は

約
九
〇
％
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
残
さ
れ
た
未
整
備
の

水
田
に
つ
い
て
、
そ
の
利
用
面
等

か
ら
整
備
の
是
非
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
ま
た
、
関
連
す
る
用
排
水

路
の
改
良
等
も
積
極
的
に
推
進
す

る
。
参
考
と
し
て
、
平
成
十
五
年

分
固
定
資
産
の
価
格
等
の
概
要
調

書
に
よ
る
水
田
面
積
は
一
、
三
六

四
ha
、
畑
は
四
九
三
ha
で
あ
る
。

近
い
将
来
、
有
機
的
農
業
を
確

立
す
る
た
め
現
在
の
堆
肥
セ
ン
タ

ー
施
設
の
充
実
強
化
を
図
る
。

２
　
主
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

�
安
達
地
方
広
域
行
政
組
合
業
務

一
部
事
務
組
合
の
性
格
か
ら
、

将
来
と
も
現
在
の
業
務
の
サ
ー
ビ

ス
は
経
費
の
削
減
を
図
り
な
が
ら

維
持
継
続
さ
れ
る
。
ま
た
、
市
町

村
負
担
金
等
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ

平
準
化
の
推
移
と
考
え
ら
れ
る
。

構
成
市
町
村：

二
本
松
市
・
大
玉

村
・
本
宮
町
・
白
沢
村
・
安
達
町
・

東
和
町
・
岩
代
町

（ア）
も
と
み
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
で
、
家

庭
等
か
ら
出
る
燃
え
る
ご
み
の
処

理
及
び
空
き
缶
・
空
き
ビ
ン
・
新

聞
紙
等
の
紙
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

等
の
資
源
物
の
一
時
保
管
・
不
燃

物
、
金
属
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
部

分
を
含
ん
だ
電
化
製
品
等
の
破
砕
。

（イ）
東
和
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル

一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
で
、

も
と
み
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

焼
却
残
渣
並
び
に
処
理
さ
れ
た
内

の
不
燃
物
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
・
ガ
ラ
ス
等
の
ガ
レ
キ
類
の
埋

め
立
て
。

（ウ）
衛
生
セ
ン
タ
ー

し
尿
処
理
・
浄
化
槽
汚
泥
の
浄

化
処
理
場

（エ）
あ
だ
た
ら
聖
苑

火
葬
場

（オ）
常
備
消
防
（
安
達
地
方
広
域
　

行
政
組
合
消
防
本
部
・
北
消

防
署
・
南
消
防
署
）

火
災
・
救
急
業
務
、
予
防
業
務

�
本
宮
方
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

地
方
自
治
法
第
二
五
二
条
の
二

の
規
定
に
基
づ
き
、
本
宮
町
と
大

玉
村
が
設
置
し
た
「
本
宮
方
部
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
協
議
会
」
が
運

営
し
て
い
る
た
め
、
解
散
の
場
合

は
両
町
村
議
会
の
承
認
が
必
要
と

な
る
。

現
在
、
良
好
な
運
営
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
維
持
継
続
さ
れ

る
。

�
健
康
診
査
等

継
続
し
て
実
施
す
る
。

母
子
保
健
事
業
・
予
防
接
種
事

業
・
各
種
検
診
事
業
（
老
人
保
健
法

に
基
づ
く
基
本
健
康
診
査
・
ガ
ン

検
診
等
）・
人
間
ド
ッ
ク
事
業
等
。

�
除
雪

継
続
し
て
実
施
す
る
。

積
雪
十
五
㎝
を
目
安
に
実
施
し

て
い
る
。
村
内
建
設
業
者
等
と
委

託
契
約
し
、
通
勤
・
通
学
並
び
に

日
常
生
活
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
。

３
　
住
民
負
担
の
傾
向

�
水
道
使
用
料

現
在
ま
で
の
上
水
道
整
備
に
投

資
し
た
費
用
は
、
三
、
一
二
六
、
九

四
四
千
円
と
多
額
な
こ
と
、
使
用

料
は
昭
和
五
十
六
年
給
水
開
始
当

時
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
、
受
益
者

負
担
的
性
格
で
あ
る
こ
と
、
平
成

十
四
年
度
決
算
ベ
ー
ス
で
供
給
単

価
一
六
八
・
三
円
に
対
し
、
給
水

原
価
が
二
九
七
・
二
円
と
一
二
八
・

九
円
、
四
三
・
四
％
が
費
用
超
過
と

な
っ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
し
て
、

平
成
十
六
年
度
の
使
用
料
、
一
ヵ

月
に
つ
き
一
〇
�
ま
で
一
、
五
〇

〇
円
の
基
本
料
金
、
超
過
水
量
一

�
に
つ
き
一
五
〇
円
の
超
過
料
金

を
、
平
成
十
七
年
度
以
降
改
定
を

予
定
す
る
。

な
お
、
引
き
続
き
良
好
な
経
営

を
図
る
た
め
加
入
促
進
を
進
め
る
。

�
下
水
道
使
用
料

平
成
七
年
に
大
山
第
一
、
平
成

十
五
年
に
玉
井
第
二
の
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
が
供
用
開
始
さ
れ

た
。そ
の
他
の
地
区
に
つ
い
て
は
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
に
努
め

る
。
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
受
益

者
負
担
的
性
格
を
考
慮
し
つ
つ
、

双
方
の
維
持
経
費
等
の
比
較
を
分

析
し
、
改
定
の
是
非
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

�
各
種
証
明
書
交
付
手
数
料

大
玉
村
手
数
料
徴
収
条
例
に
基

づ
く
住
民
諸
証
明
等
の
各
種
手
数

料
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
等
の

情
勢
を
分
析
し
な
が
ら
も
、
平
成

十
八
年
度
に
一
〇
％
程
度
引
き
上

げ
改
定
の
是
非
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

�
幼
稚
園
授
業
料

授
業
料
は
原
則
三
年
ご
と
に
見

直
し
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、

社
会
経
済
情
勢
を
考
慮
し
、
平
成

十
二
年
度
月
額
四
、
〇
〇
〇
円
を

現
在
ま
で
据
え
置
き
と
し
て
き
た
。
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従
っ
て
、
景
気
の
動
向
等
を
注
視

し
つ
つ
も
、
平
成
十
七
年
度
以
降

月
額
四
、
五
〇
〇
円
と
す
る
改
定

を
予
定
す
る
。

�
保
育
所
保
育
料

「
児
童
福
祉
法
に
よ
る
保
育
所

運
営
費
国
庫
負
担
金
に
つ
い
て
（
厚

生
労
働
省
通
知
）」
の
保
育
所
徴
収

金
基
準
額
表
に
準
じ
て
、
各
世
帯

の
状
況
に
よ
り
、
第
一
階
層
か
ら

第
七
階
層
の
区
分
別
に
保
育
料
を

決
定
し
て
い
る
。
現
在
は
、
階
層

に
よ
っ
て
は
国
の
基
準
を
下
回
っ

て
い
る
の
で
、
平
成
十
八
年
度
以

降
全
て
の
階
層
を
国
の
基
準
通
り

に
す
る
。

�
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金

平
成
十
五
年
度
ま
で
は
試
行
と

し
て
、
保
護
者
会
の
会
計
内
に
お

い
て
月
額
三
、
〇
〇
〇
円
で
実
施

し
て
き
た
が
、
平
成
十
六
年
度
か

ら
大
山
・
玉
井
を
統
合
し
、
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
に
お
い
て

正
式
に
運
営
を
す
る
こ
と
と
な
っ

た
こ
と
、
ま
た
、
各
幼
稚
園
に
お

い
て
は
終
園
後
の
預
か
り
保
育
を

月
額
五
、
〇
〇
〇
円
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
運
営
経
費

を
考
慮
し
た
こ
と
、
保
育
所
保
育

料
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
こ

と
等
か
ら
、
月
額
六
、
〇
〇
〇
円

と
す
る
。
後
年
度
に
つ
い
て
は
、

三
年
毎
に
原
則
見
直
し
を
す
る
。

�
各
種
公
共
施
設
使
用
料

体
育
館
・
運
動
場
・
プ
ー
ル
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
の
社
会
体
育
施

設
を
は
じ
め
、
公
共
施
設
の
使
用

料
に
つ
い
て
は
原
則
的
に
三
年
か

ら
五
年
毎
に
見
直
し
を
す
る
。
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
情

勢
を
十
分
考
慮
に
入
れ
た
も
の
と

す
る
。

�
各
種
健
康
診
査
個
人
負
担
金

原
則
、
個
人
負
担
の
割
合
を
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
一
部
負

担
金
と
同
じ
く
三
〇
％
と
す
る
。

な
お
、
新
た
な
健
診
項
目
に
つ

い
て
は
そ
の
効
果
等
を
十
分
検
討

し
、
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
別
途

定
め
る
。

	
国
民
健
康
保
険
税

本
税
に
つ
い
て
は
医
療
費
の
増

減
が
大
き
く
影
響
し
、
特
に
被
保

険
者
数
の
少
な
い
団
体
に
お
い
て

は
そ
の
影
響
は
顕
著
に
現
れ
る
。

本
村
に
お
い
て
は
、
被
保
険
者
数

が
微
増
し
て
い
る
こ
と
、
老
人
医

療
費
の
伸
び
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、

現
在
の
状
態
が
継
続
す
れ
ば
、
本

税
へ
の
跳
ね
返
り
は
少
な
か
ら
ず

と
も
生
じ
る
が
、
被
保
険
者
数
か

ら
み
る
と
小
規
模
団
体
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
住
民
に
対
す
る

保
健
指
導
、
介
護
予
防
等
の
各
種

施
策
が
有
機
的
に
連
携
し
、
実
効

あ
る
実
施
を
み
れ
ば
医
療
費
の
減

少
に
つ
な
が
り
、
結
果
と
し
て
急

激
な
本
税
の
増
額
は
避
け
ら
れ
る

も
の
と
考
え
る
。



介
護
保
険
料

需
要
の
増
加
と
あ
い
ま
っ
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
施
設
の
整
備

が
見
込
ま
れ
、
三
年
に
一
度
の
保

険
料
の
見
直
し
に
お
い
て
は
、
二

〇
％
増
程
度
の
改
定
が
必
要
と
見

込
ま
れ
る
。

４
　
村
単
独
の
補
助
金
・
交
付
金
等

政
策
的
見
地
か
ら
行
っ
て
い
る

独
自
の
補
助
金
・
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
団
体
・
個
人
と
も
育
成
の

期
間
、
自
立
の
熟
度
、
奨
励
・
援

助
の
重
要
度
、国
県
制
度
の
有
無
、

受
益
者
負
担
の
原
則
等
を
十
分
検

討
し
見
直
し
を
す
る
。

具
体
的
に
は
、
農
林
業
・
福

祉
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
商
工
・
体
育

等
の
任
意
団
体
へ
の
補
助
金
・
交

付
金
に
つ
い
て
は
、
各
々
の
性
格

か
ら
各
団
体
及
び
団
体
を
所
掌
す

る
機
関
と
協
議
の
上
、
一
括
的
メ

ニ
ュ
ー
化
を
図
り
、
合
理
的
・
弾

力
的
運
用
を
し
な
が
ら
一
〇
％
か

ら
二
〇
％
の
削
減
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
個
人
へ
の
補
助
金
・
交
付

金
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。
扶

助
費
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
制
度

的
要
素
が
大
で
あ
る
た
め
、
国
県

の
動
向
を
見
な
が
ら
村
単
独
の
是

非
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
更
に
、

各
種
利
子
補
給
に
つ
い
て
は
、
金

利
の
動
向
及
び
各
関
係
機
関
等
と

の
調
整
を
図
り
対
応
す
る
。

同
じ
活
動
内
容
の
補
助
等
の
団

体
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
玉

井
・
大
山
を
統
一
し
統
括
的
組
織

化
を
図
る
。

５
　
役
場
・
他
の
公
共
施
設
に
お

け
る
職
員
体
制

住
民
に
身
近
な
部
署
及
び
窓
口

の
人
的
対
応
に
つ
い
て
は
、
住
民

の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
最
低
現

在
の
従
事
職
員
数
の
確
保
を
し
、

必
要
に
応
じ
グ
ル
ー
プ
制
を
と

り
、
今
ま
で
以
上
の
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
努
め
る
。

第
２
　
自
立
に
向
け
た
主
な
施
策

１
　
定
住
人
口
の
増
加
対
策

民
間
に
お
け
る
既
存
宅
地
造
成

の
実
態
及
び
宅
地
造
成
計
画
の
把

握
を
す
る
と
共
に
、
民
間
活
力
と

行
政
の
誘
導
策
等
を
相
互
に
協
議

で
き
る
機
関
を
設
置
す
る
。
協
議

機
関
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
可
能

な
範
囲
の
情
報
交
換
を
し
、
具
体

的
な
誘
導
策
を
実
現
す
る
も
の
と

す
る
。

一
方
、
行
政
側
と
し
て
は
、
本

村
に
若
者
が
安
心
し
て
定
住
で
き

る
条
件
整
備
を
積
極
的
に
推
進
す

る
も
の
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
乳

幼
児
医
療
、
保
育
所
及
び
預
か
り

保
育
を
含
め
、
幼
稚
園
の
運
営
充

実
と
各
種
子
育
て
支
援
の
充
実
強

化
を
図
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、

公
営
住
宅
建
設
を
含
め
、
若
者
が

村
外
に
流
出
し
な
い
手
法
等
を
検

討
し
、
住
宅
建
設
を
誘
導
す
る
も

の
と
す
る
。

具
体
策
と
し
て
は
、
上
記
の
よ

う
な
子
育
て
支
援
を
中
心
と
し
た

村
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
う
と
共

に
、
新
た
に
定
住
し
た
方
並
び
に
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民
間
企
業
が
村
外
在
住
者
の
住
宅

を
建
築
し
、
一
家
を
本
村
に
定
住

さ
せ
た
場
合
は
、
本
村
の
特
産
品

を
含
め
奨
励
金
等
の
交
付
を
検
討

す
る
。

２
　
企
業
誘
致
・
雇
用
対
策

大
玉
第
二
工
業
団
地
の
未
分
譲

地
の
早
期
売
却
、
国
道
４
号
沿
線

へ
の
商
工
業
等
の
誘
致
を
積
極
的

に
推
進
す
る
。
そ
の
た
め
、
行
政

と
し
て
は
そ
れ
ら
の
誘
導
策
を
実

現
す
る
専
門
部
署
を
設
け
、
民
間

と
の
連
絡
調
整
に
あ
た
り
な
が
ら

具
体
的
に
活
動
す
る
。
ま
た
、
福

島
県
の
出
先
機
関
で
あ
る
東
京
事

務
所
と
の
情
報
交
換
を
随
時
進
め

る
こ
と
並
び
に
関
東
あ
だ
た
ら
大

玉
の
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と

往
来
ク
ラ
ブ
等
と
の
交
流
を
図
り
、

そ
の
中
で
の
情
報
を
把
握
す
る
と

共
に
、
本
村
へ
の
商
工
業
等
の
誘

致
を
強
力
に
依
頼
す
る
。
更
に
、

村
内
の
企
業
等
で
設
置
し
て
い
る

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
２１
と
の
関
わ
り
を
深

め
、
関
連
す
る
企
業
の
情
報
を
得

な
が
ら
誘
致
を
図
る
。

３
　
経
費
の
削
減

職
員
等
の
人
件
費
に
つ
い
て
は
、

行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
進
め
抑

制
を
図
る
。
そ
の
た
め
、
職
員
に

つ
い
て
は
定
員
適
正
化
計
画
の
見

直
し
及
び
グ
ル
ー
プ
制
導
入
等
、

組
織
機
構
の
見
直
し
に
よ
り
、
平

成
二
十
五
年
度
ま
で
に
は
概
ね
二

〇
名
の
削
減
を
図
る
。
更
に
、
職

員
に
係
る
給
与
等
に
つ
い
て
も
、

そ
の
都
度
適
正
な
見
直
し
を
検
討

す
る
。
ま
た
、
職
員
以
外
の
人
件

費
に
つ
い
て
も
職
員
に
準
じ
、
適

正
な
水
準
を
保
ち
つ
つ
も
見
直
し

を
進
め
る
。

ま
た
、
そ
の
他
の
各
種
団
体
及

び
個
人
等
へ
の
補
助
金
等
に
つ
い

て
は
、
合
理
的
・
弾
力
的
運
用
を

す
べ
く
、
内
容
を
検
討
し
協
力
が

得
ら
れ
る
よ
う
指
導
に
あ
た
り
削

減
に
努
め
る
。
そ
の
他
行
政
事
務

に
お
け
る
経
常
的
経
費
に
つ
い
て

は
、
購
入
方
法
並
び
に
運
用
方
法

等
を
常
に
検
討
し
な
が
ら
、
今
ま

で
以
上
の
削
減
に
努
力
す
る
。

更
に
、
保
健
医
療
、
介
護
給
付

費
の
増
嵩
に
対
処
す
る
た
め
の
予

防
事
業
の
新
た
な
展
開
を
図
り
、

関
係
機
関
の
有
機
的
な
連
携
の
も

と
、
実
効
あ
る
施
策
に
よ
り
医
療

費
等
の
抑
制
を
図
る
。
具
体
策
と

し
て
は
脳
血
管
疾
患
、転
倒
骨
折
、

痴
呆
等
は
、
い
ず
れ
も
生
活
習
慣

に
起
因
す
る
疾
患
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
福
島
県
、
福
島
医
大
等
の
関

係
機
関
、
庁
内
各
課
等
の
連
携
の

も
と
、
長
期
的
な
生
活
習
慣
病
予

防
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
、

五
年
後
の
老
人
医
療
費
等
の
五
％

の
抑
制
を
図
る
。

第
３
　
財
政
状
況
の
将
来
推
計

１
　
歳
　
入

�
地
方
税

地
方
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

六
年
度
の
予
算
額
を
ベ
ー
ス
に
各

年
度
の
決
算
見
込
み
額
を
算
出
し

て
お
り
、
平
成
十
七
年
度
は
新
規

事
業
所
の
固
定
資
産
税
で
約
七
千

万
円
、
そ
の
他
法
人
税
等
の
伸
び

が
見
込
ま
れ
る
。

平
成
十
八
年
度
は
率
に
し
て
一
・

九
％
増
で
あ
る
が
、
平
成
十
七
年

度
に
国
道
４
号
沿
線
に
企
業
が
進

出
す
る
こ
と
が
内
定
し
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
平
成
十
八
年
度
に
約

五
千
万
円
の
税
収
入
が
見
込
め
る

が
、
地
方
交
付
税
の
基
準
財
政
収

入
額
に
七
五
％
が
算
入
さ
れ
る
た

め
、
そ
の
内
の
二
五
％
と
な
る
一

千
二
百
万
円
程
度
の
増
が
見
込
ま

れ
、
内
訳
と
し
て
は
、
固
定
資
産

税
、
た
ば
こ
税
、
法
人
村
民
税
で

あ
る
。

平
成
十
九
年
度
以
降
も
、
国
道

４
号
沿
線
進
出
の
企
業
に
よ
り
雇

用
の
拡
大
等
が
図
ら
れ
る
た
め
、

若
干
の
税
収
の
伸
び
が
見
込
ま
れ

る
。

�
地
方
譲
与
税

地
方
譲
与
税
に
は
、
地
方
道
路

譲
与
税
、
自
動
車
重
量
譲
与
税
が

含
ま
れ
て
い
る
が
、
平
成
十
六
年

度
は
三
位
一
体
改
革
の
税
源
移
譲

措
置
に
よ
り
、
所
得
譲
与
税
一
千

四
百
万
円
が
交
付
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
。

三
位
一
体
改
革
で
は
、
所
得
譲

与
税
等
の
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
る

と
さ
れ
て
い
る
が
、
所
得
譲
与
税

以
外
の
税
源
移
譲
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、平
成
十
七
年
度
以
降
は
、

そ
れ
ら
を
含
ま
な
い
で
見
込
む
も

の
と
す
る
。

�
利
子
割
交
付
金

平
成
十
四
・
十
五
年
度
の
決
算

額
は
、
高
い
利
率
の
郵
便
貯
金
等

が
満
期
を
迎
え
た
た
め
伸
び
て
い

た
が
、
平
成
十
六
年
度
以
降
は
、

郵
便
貯
金
等
の
利
率
が
平
準
化
と

な
る
こ
と
か
ら
、
平
成
十
六
年
度

予
算
ベ
ー
ス
の
四
百
万
円
を
継
続

し
て
見
込
む
も
の
と
す
る
。

�
配
当
割
交
付
金
・
株
式
等
譲
渡

所
得
割
交
付
金

平
成
十
六
年
度
に
新
設
さ
れ
た

交
付
金
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
人
口

割
で
交
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
十
六
年
度
の
交
付
見
込
額
で
推

移
す
る
と
見
込
む
も
の
と
す
る
。

�
地
方
消
費
税
交
付
金

消
費
税
の
一
〇
〇
分
の
二
五
が

地
方
へ
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
平
成
十
六
年
度
は
六
千
九
百

万
円
の
交
付
見
込
み
で
あ
り
、
平

成
十
七
年
度
以
降
は
景
気
が
回
復

基
調
に
進
む
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

個
人
消
費
の
回
復
は
見
通
し
が
立

た
な
い
情
勢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

大
幅
な
増
加
は
見
込
ま
れ
な
い
た

め
、
平
成
十
六
年
度
予
算
ベ
ー
ス

で
見
込
む
も
の
と
す
る
。

�
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金

平
成
十
四
年
度
は
一
千
七
百
万

円
で
あ
っ
た
が
、
平
成
十
六
年
度

は
一
千
三
百
九
十
万
円
を
見
込
ん
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で
い
る
。
景
気
も
回
復
基
調
で
あ

る
が
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
者
の
大
き

な
増
減
は
な
い
と
見
込
み
、
平
成

十
七
年
度
以
降
も
同
額
を
見
込
む

も
の
と
す
る
。

�
自
動
車
取
得
税
交
付
金

景
気
の
動
向
に
よ
っ
て
若
干
の

増
減
が
予
想
さ
れ
る
が
、
平
成
十

七
年
度
以
降
も
平
成
十
六
年
度
予

算
ベ
ー
ス
を
も
っ
て
、
同
額
を
見

込
む
も
の
と
す
る
。

�
地
方
特
例
交
付
金

毎
年
度
の
恒
久
的
な
減
税
に
伴

う
四
分
の
三
相
当
額
か
ら
、
国
の

た
ば
こ
税
の
一
部
の
地
域
へ
の
移

譲
及
び
法
人
税
の
交
付
税
率
の
引

き
上
げ
に
よ
る
補
て
ん
額
を
控
除

し
た
額
が
交
付
金
と
し
て
交
付
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
平
成
十
五
年

度
は
在
宅
福
祉
事
業
の
補
助
金
が

削
減
さ
れ
、
第
二
種
交
付
金
と
し

て
補
助
金
削
減
分
が
交
付
さ
れ
た

が
、
平
成
十
六
年
度
は
第
二
種
交

付
金
が
な
く
な
る
た
め
、
こ
れ
ら

を
減
額
し
た
予
算
額
を
計
上
し
た
。

平
成
十
七
年
度
以
降
は
、
大
き
な

増
減
は
な
い
も
の
と
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
十
六
年
度
と
同

額
を
見
込
む
も
の
と
す
る
。

	
地
方
交
付
税

国
の
三
位
一
体
改
革
等
に
よ
り
、

普
通
交
付
税
は
平
成
十
六
年
度
か

ら
十
八
年
度
ま
で
の
三
ヵ
年
間
で

二
〇
％
の
減
額
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。
県
に
お
い
て
は
、
国
の

施
策
に
基
づ
き
平
成
十
六
・
十
七
・

十
八
年
度
さ
ら
に
平
成
三
十
二
年

度
の
交
付
推
移
額
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
が
、
村
に
お
い

て
は
平
成
十
九
年
度
か
ら
平
成
三

十
二
年
度
ま
で
、
毎
年
概
ね
二
％

の
減
額
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
く
交
付

見
込
額
を
計
上
し
た
。

特
別
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
六
年
度
以
降
合
併
需
要
が
多

く
見
込
ま
れ
る
た
め
、
平
成
十
六

年
度
で
九
千
万
円
、
平
成
十
七
年

度
で
八
千
万
円
を
見
込
み
、
平
成

十
八
年
度
以
降
は
十
七
年
度
と
同

額
を
見
込
む
も
の
と
す
る
。



交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

道
路
交
通
法
の
反
則
金
な
ど
が

交
通
事
故
件
数
等
に
よ
り
交
付
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
大
幅
な
増

は
な
い
も
の
と
し
、
平
成
十
六
年

度
と
同
額
の
二
百
万
円
程
度
を
見

込
む
も
の
と
す
る
。

�
分
担
金
及
び
負
担
金

分
担
金
及
び
負
担
金
に
つ
い
て

は
、
平
成
十
六
年
度
以
降
、
児
童

ク
ラ
ブ
の
保
育
料
及
び
預
か
り
保

育
の
保
育
料
の
増
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
二
百
二
十
万
円
程
度
の
増

と
し
た
。
そ
の
後
は
新
た
な
増
が

予
想
さ
れ
な
い
た
め
、
平
成
十
六

年
度
と
同
額
程
度
を
見
込
む
も
の

と
す
る
。

�
使
用
料
及
び
手
数
料

平
成
十
六
年
度
は
一
億
二
千
五

百
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
各

種
見
直
し
に
よ
り
平
成
十
七
年
度

か
ら
平
成
十
八
年
度
は
若
干
の
増

を
見
込
み
、
一
億
二
千
八
百
万
円

程
度
を
見
込
む
も
の
と
す
る
。



国
庫
支
出
金

平
成
十
五
年
度
と
平
成
十
六
年

度
の
対
比
を
見
る
と
、
八
千
万
円

程
度
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
平
成
十
七
年
度
以
降
は
、

国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
補

助
金
の
削
減
等
に
よ
り
大
幅
な
減

額
が
予
想
さ
れ
る
が
、
削
減
さ
れ

る
補
助
金
が
明
確
で
な
い
た
め
、

若
干
の
減
の
ま
ま
推
移
す
る
こ
と

と
し
た
。

社
会
福
祉
費
負
担
金
等
の
国
の

制
度
に
則
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

経
常
的
な
も
の
と
見
な
し
、
そ
の

他
道
路
等
の
普
通
建
設
事
業
は
平

均
的
な
推
移
で
見
込
む
も
の
と
す

る
。

�
県
支
出
金

国
庫
支
出
金
と
同
様
の
考
え
で
、

保
育
所
の
運
営
費
等
と
同
様
に
削

減
が
見
込
ま
れ
る
が
、
補
助
の
名

称
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

若
干
の
減
を
見
込
む
も
の
と
す
る
。

�
財
産
収
入

基
金
利
子
及
び
土
地
の
貸
付
の

収
入
で
あ
り
、
平
成
十
五
年
度
と

平
成
十
六
年
度
で
は
若
干
の
伸
び

が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
は
同
額

で
見
込
む
も
の
と
す
る
。

�
繰
入
金

財
政
調
整
基
金
や
あ
だ
た
ら
フ

レ
ッ
シ
ュ
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ

る
繰
り
入
れ
で
あ
る
が
、
歳
入
歳

出
の
動
向
に
よ
り
各
年
度
の
ば
ら

つ
き
が
見
込
ま
れ
る
。
基
金
の
残

高
に
よ
り
、
平
成
十
九
年
度
以
降

は
許
容
の
範
囲
内
で
の
繰
り
入
れ

を
見
込
む
も
の
と
す
る
。

�
諸
収
入

堆
肥
売
捌
き
手
数
料
、
健
康
診

断
の
自
己
負
担
金
等
の
見
直
し
に

よ
り
若
干
の
増
は
期
待
で
き
る
も

の
の
、
平
成
十
八
年
度
以
降
は
同

額
で
見
込
む
も
の
と
す
る
。

�
地
方
債

平
成
十
六
年
度
に
つ
い
て
は
、

道
路
整
備
事
業
債
及
び
臨
時
財
政

対
策
債
、
減
税
補
て
ん
債
を
計
上

し
た
が
、
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ

い
て
は
、
現
制
度
が
維
持
さ
れ
る

も
の
と
見
込
み
、
地
方
債
の
借
入

額
に
つ
い
て
は
毎
年
度
概
ね
三
億

円
程
度
を
見
込
む
も
の
と
す
る
。

２
　
歳
　
出

�
人
件
費

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

職
員
数
か
ら
今
後
十
年
間
の
退
職

者
二
三
名
を
見
込
み
算
出
し
、
退
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職
者
不
補
充
の
原
則
で
は
あ
る
が
、

定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
十
年

間
で
三
名
の
新
採
用
職
員
が
あ
る

も
の
と
し
て
見
込
む
も
の
と
す
る
。

�
物
件
費

物
件
費
の
消
耗
品
費
に
つ
い
て

は
単
価
契
約
を
行
い
、
一
括
購
入

を
実
施
し
経
費
の
削
減
に
努
め
て

い
る
が
、
今
後
に
お
い
て
も
更
に

削
減
を
進
め
る
た
め
、「
エ
コ
オ

フ
ィ
ス
」
の
徹
底
、
物
品
の
集
中

管
理
等
の
充
実
を
よ
り
一
層
推
進

す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
意
識
高

揚
を
図
り
、
毎
年
度
目
標
額
を
設

定
し
、
削
減
に
努
め
る
。

光
熱
水
費
に
つ
い
て
は
、
現
在

窓
口
以
外
の
昼
休
み
時
間
の
消
灯

を
行
い
削
減
を
図
っ
て
い
る
が
、

学
校
等
出
先
機
関
に
お
い
て
も
、

夜
間
・
使
用
時
間
以
外
の
消
灯
を

徹
底
す
る
な
ど
、
省
エ
ネ
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
削
減
を
進
め
る
。

さ
ら
に
、
現
在
各
課
に
配
置
さ
れ

て
い
る
公
用
車
に
つ
い
て
も
、
有

効
活
用
を
図
る
面
か
ら
も
、
特
殊

車
両
を
除
き
一
括
管
理
を
行
い
台

数
の
削
減
を
進
め
、
維
持
経
費
の

削
減
に
努
め
る
。

経
常
経
費
の
賃
金
・
委
託
料（
人

的
委
託
に
係
る
も
の
）
に
つ
い
て

は
、
単
価
の
見
直
し
や
委
託
し
な

い
で
で
き
る
も
の
な
ど
、
現
在
業

務
委
託
を
行
っ
て
い
る
業
務
の
洗

い
出
し
を
行
い
、
削
減
を
実
施
す

る
。
警
備
委
託
・
消
防
設
備
・
電

気
設
備
等
の
各
種
施
設
の
維
持
管

理
委
託
料
に
つ
い
て
も
、
契
約
締

結
時
に
お
い
て
、
財
務
規
則
上
一

社
見
積
で
可
能
な
各
種
業
務
委
託

で
あ
っ
て
も
、
競
争
の
原
理
を
機

能
さ
せ
る
た
め
、
可
能
な
限
り
合

見
積
を
徴
取
し
契
約
を
締
結
す
る

な
ど
、経
常
経
費
の
削
減
を
図
る
。

こ
れ
ら
に
よ
り
物
件
費
全
体
で
平

成
十
六
年
度
予
算
額
に
比
較
し
、

平
成
十
七
年
度
は
約
五
千
万
円
程

度
削
減
で
き
る
も
の
と
見
込
み
、

平
成
十
八
年
度
以
降
も
経
常
的
物

件
費
の
削
減
を
進
め
る
も
の
と
し

て
見
込
む
も
の
と
す
る
。

�
維
持
補
修
費

維
持
補
修
費
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
六
年
度
見
込
額
が
約
二
千
五

百
万
円
で
あ
る
が
、
平
成
十
七
年

度
以
降
は
道
路
及
び
各
種
施
設
の

維
持
補
修
経
費
の
削
減
を
図
り
、

二
千
二
百
万
円
を
見
込
む
も
の
と

す
る
。

�
扶
助
費

扶
助
費
に
つ
い
て
は
、
障
害
者

支
援
費
、
乳
幼
児
医
療
費
等
に
よ

り
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
在
の
扶
助
費
制
度
を
維
持
し
、

平
成
十
七
年
度
は
一
億
四
千
九
百

万
円
、
平
成
十
八
年
度
以
降
は
一

億
五
千
万
円
を
見
込
む
も
の
と
す

る
。

�
補
助
費
等

現
在
行
っ
て
い
る
各
種
団
体
へ

の
補
助
金
・
負
担
金
及
び
報
償
費

の
見
直
し
を
行
い
、
平
成
十
六
年

度
予
算
額
と
比
較
し
、
平
成
十
七

年
度
は
約
一
千
二
百
万
円
程
度
削

減
で
き
る
も
の
と
し
、
五
億
八
千

六
百
八
十
万
円
を
見
込
み
、
平
成

十
八
年
度
以
降
は
五
億
八
千
五
百

万
円
を
見
込
む
も
の
と
す
る
。

�
公
債
費

現
在
償
還
を
行
っ
て
い
る
も
の

及
び
今
後
借
入
予
定
額
に
よ
り
、

各
年
度
の
元
利
償
還
金
を
算
出
し
、

そ
の
額
を
見
込
む
も
の
と
す
る
。

�
積
立
金

積
立
金
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度

繰
越
金
の
二
分
の
一
の
額
を
地
方

財
政
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
財

政
調
整
基
金
へ
の
積
立
を
行
い
、

ま
た
庁
舎
建
設
基
金
等
の
利
子
を

積
み
立
て
る
も
の
と
し
、
毎
年
度

見
込
む
も
の
と
す
る
。

�
投
資
・
出
資
・
貸
付
金

主
に
貸
付
金
で
あ
り
、
現
在
農

業
後
継
者
育
成
資
金
・
中
小
企
業

経
営
合
理
化
資
金
等
の
融
資
制
度

に
よ
り
預
託
し
、
貸
付
事
業
を
行
っ

て
い
る
が
、
村
民
へ
の
制
度
の
周

知
を
図
る
な
ど
、
現
制
度
を
維
持

す
る
も
の
と
し
、
平
成
十
七
年
度

以
降
三
千
万
円
を
見
込
む
も
の
と

す
る
。

	
繰
出
金

一
般
会
計
か
ら
の
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
設

置
趣
旨
を
十
分
踏
ま
え
つ
つ
、
一

般
会
計
と
同
様
に
事
務
事
業
の
見

直
し
を
行
い
、
経
常
経
費
の
削
減

に
よ
り
、
繰
出
金
を
見
込
む
も
の

と
す
る
。



普
通
建
設
事
業
費

補
助
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
合

併
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
が
同
額

で
推
移
す
る
も
の
と
見
込
ん
で
い

る
。単

独
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
現

在
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
緊
急

地
方
道
整
備
事
業
（
村
道
神
原
田
・

馬
尽
線
）
が
終
了
す
る
平
成
十
九

年
度
ま
で
は
毎
年
度
四
億
円
と

し
、
平
成
二
十
年
度
以
降
は
毎
年

度
三
億
円
程
度
を
見
込
む
も
の
と

す
る
。

３
　
財
　
政
　
計
　
画

計
画
期
間
は
本
計
画
期
間
と
同

様
と
す
る
。

計
画
書
は
別
紙
１
と
す
る
。
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財 政 計 画�
（千円　％）�

672,000�
98,000�
4,000�
400�
50�

71,000�
14,000�
31,000�
15,000�

1,285,000�
1,205,000�
80,000�
2,000�
6,000�

128,000�
190,000�

�
159,000�
3,500�

�
197,500�
122,227�
124,000�
321,200�

3,443,877�
�

956,367�
452,000�
22,000�
150,000�
585,000�
386,501�
67,000�
30,000�
273,000�
411,475�
11,475�
400,000�

�
�
�

3,333,343�
�

110,534�

0.7�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
－1.9�
－2.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
－3.1�

�
－1.9�
0.0�
�

5.3�
－16.0�
0.0�
14.1�

－0.1�
�

0.9�
－0.2�
0.0�
0.0�
0.0�
3.0�

－13.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
�
�
�

0.3�
�

－9.6

総 　 額 �
総額の�
伸　率�

675,000�
98,000�
4,000�
400�
50�

71,000�
14,000�
31,000�
15,000�

1,260,000�
1,180,000�
80,000�
2,000�
6,000�

128,000�
187,000�

�
157,000�
3,500�

�
117,500�
110,534�
124,000�
328,000�

3,331,984�
�

942,623�
451,000�
22,000�
150,000�
585,000�
392,826�
62,000�
30,000�
273,000�
311,475�
11,475�
300,000�

�
�
�

3,219,924�
�

112,060

0.4�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
－1.9�
－2.1�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
－1.6�

�
－1.3�
0.0�
�

－40.5�
－9.6�
0.0�
2.1�

－3.2�
�

－1.4�
－0.2�
0.0�
0.0�
0.0�
1.6�
－7.5�
0.0�
0.0�

－24.3�
0.0�

－25.0�
�
�
�

－3.4�
�

1.4

総 　 額 �
総額の�
伸　率�

678,000�
98,000�
4,000�
400�
50�

71,000�
14,000�
31,000�
15,000�

1,236,000�
1,156,000�
80,000�
2,000�
6,000�

128,000�
185,000�

�
155,000�
3,500�

�
102,500�
112,060�
124,000�
328,000�

3,293,510�
�

933,865�
451,000�
22,000�
150,000�
585,000�
361,089�
62,000�
30,000�
273,000�
311,475�
11,475�
300,000�

�
�
�

3,179,429�
�

114,081

0.4�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
－1.9�
－2.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
－1.1�

�
－1.3�
0.0�
�

－12.8�
1.4�
0.0�
0.0�

－1.2�
�

－0.9�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
－8.1�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
�
�
�

－1.3�
�

1.8

総 　 額 �
総額の�
伸　率�

681,000�
98,000�
4,000�
400�
50�

71,000�
14,000�
31,000�
15,000�

1,212,000�
1,132,000�
80,000�
2,000�
6,000�

128,000�
185,000�

�
155,000�
3,500�

�
102,500�
114,081�
124,000�
328,000�

3,274,531
�
�

909,895�
451,000�
22,000�
150,000�
585,000�
366,460�
62,000�
30,000�
273,000�
311,475�
11,475�
300,000�

�
�
�

3,160,830�
�

113,701�

0.4�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
－1.9�
－2.1�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
�

0.0�
0.0�
�

0.0�
1.8�
0.0�
0.0�

－0.6�
�

－2.6�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
1.5�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
�
�
�

－0.6�
�

－0.3

総 　 額 �
総額の�
伸　率�

683,000�
98,000�
4,000�
400�
50�

71,000�
14,000�
31,000�
15,000�

1,189,000�
1,109,000�
80,000�
2,000�
6,000�

128,000�
185,000�

�
155,000�
3,500�

�
112,500�
113,701�
124,000�
328,000�

3,263,151�
�

897,166�
450,000�
22,000�
150,000�
585,000�
363,142�
62,000�
30,000�
273,000�
311,475�
11,475�
300,000�

�
�
�

3,143,783�
�

119,368

0.3�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
－1.9�
－2.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
�

0.0�
0.0�
�

9.8�
－0.3�
0.0�
0.0�

－0.3�
�

－1.4�
－0.2�
0.0�
0.0�
0.0�
－0.9�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
�
�
�

－0.5�
�

5.0

総 　 額 �
総額の�
伸　率�

685,000�
98,000�
4,000�
400�
50�

71,000�
14,000�
31,000�
15,000�

1,166,000�
1,086,000�
80,000�
2,000�
6,000�

128,000�
185,000�

�
155,000�
3,500�

�
102,500�
119,368�
124,000�
328,000�

3,237,818�
�

848,676�
450,000�
22,000�
150,000�
585,000�
369,562�
62,000�
30,000�
273,000�
311,475�
11,475�
300,000�

�
�
�

3,101,713�
�

136,105

0.3�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
－1.9�
－2.1�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
�

0.0�
0.0�
�

－8.9�
5.0�
0.0�
0.0�

－0.8�
�

－5.4�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
1.8�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
�
�
�

－1.3�
�

14.0

総 　 額 �
総額の�
伸　率�

687,000�
98,000�
4,000�
400�
50�

71,000�
14,000�
31,000�
15,000�

1,144,000�
1,064,000�
80,000�
2,000�
6,000�

128,000�
185,000�

�
155,000�
3,500�

�
62,500�
136,105�
124,000�
328,000�

3,194,555�
�

817,596�
450,000�
22,000�
150,000�
585,000�
353,189�
72,000�
30,000�
273,000�
311,475�
11,475�
300,000�

�
�
�

3,064,260�
�

130,295

0.3�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
－1.9�
－2.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
�

0.0�
0.0�
�

－39.0�
14.0�
0.0�
0.0�

－1.3�
�

－3.7�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
－4.4�
16.1�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
�
�
�

－1.2�
�

－4.3

総 　 額 �
総額の�
伸　率�

平成19年度決算見込�平成20年度決算見込�平成21年度決算見込�平成22年度決算見込�平成23年度決算見込�平成24年度決算見込�平成25年度決算見込�
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�

年 次 別
年　　度�

区　　分�

地 方 税 �
地 方 譲 与 税 �
利 子 割 交 付 金 �
配 当 割 交 付 金 �
株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 �
地 方 消 費 税 交 付 金 �
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 �
自 動 車 取 得 税 交 付 金 �
地 方 特 例 交 付 金 �
地 方 交 付 税 �

普 通 交 付 税 �
特 別 交 付 税 �

交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 �
分 担 金 及 び 負 担 金 �
使 用 料 及 び 手 数 料 �
国 庫 支 出 金 �
国 施 設 所 在 市 町 村 交 付 金 �
県 支 出 金 �
財 産 収 入 �
寄 附 金 �
繰 入 金 �
繰 越 金 �
諸 収 入 �
地 方 債 �

歳 入 合 計 �
�
人 件 費 �
物 件 費 �
維 持 補 修 費 �
扶 助 費 �
補 助 費 等 �
公 債 費 �
積 立 金 �
投 資 ・ 出 資 ・ 貸 付 金 �
繰 出 金 �
普 通 建 設 事 業 費 �

補 助 事 業 費 �
単 独 事 業 費 �

災 害 復 旧 事 業 費 �
失 業 対 策 事 業 費 �
予 備 費 �

歳 出 合 計 �
�
収 支 �

626,032�
83,476�
7,678�

�
�

60,918�
17,204�
29,948�
17,482�

1,635,612�
1,507,088�
128,524�
2,281�
2,461�

120,946�
548,903�

�
206,373�
10,153�
250�

355,628�
338,057�
109,550�
531,800�

4,704,752�
�

915,667�
527,748�
31,760�
95,324�
623,237�
341,877�
115,003�
32,221�
344,624�

1,387,197�
494,833�
892,364�
84,873�

�
�

4,499,531�
�

205,221�

－4.3�
0.7�

－67.5�
�
�

－10.3�
6.1�

－22.3�
0.6�
－8.3�
－8.8�
－1.8�
0.9�
5.6�
－1.9�
79.5�

�
－12.8�
－11.1�
－44.4�
11.4�
－16.1�
－18.9�
－12.5�

－2.6�
�

2.8�
－1.1�
－28.3�
2.2�
11.4�
12.1�
－10.7�
－5.3�
11.4�
－11.2�
20.0�
－22.4�
154.5�

�
�

0.1�
�

－39.3

平成14年度決算�

総 　 額 �
総額の�
伸　率�

601,622�
86,387�
5,354�

�
�

71,452�
15,765�
32,713�
17,066�

1,467,719�
1,351,112�
116,607�
2,692�
1,394�

120,548�
308,032�

�
194,193�
10,481�
113�

177,971�
205,221�
124,393�
495,500�

3,938,616�
�

908,569�
480,249�
35,070�
135,377�
647,898�
377,999�
102,517�
31,003�
288,997�
721,788�
24,826�
696,962�
2,302�

�
�

3,731,769�
�

206,847

－3.9�
3.5�

－30.3�
�
�

17.3�
－8.4�
9.2�
－2.4�
－10.3�
－10.3�
－9.3�
18.0�
－43.4�
－0.3�
－43.9�

�
－5.9�
3.2�

－54.8�
－50.0�
－39.3�
13.5�
－6.8�

－16.3�
�

－0.8�
－9.0�
10.4�
42.0�
4.0�
10.6�
－10.9�
－3.8�
－16.1�
－48.0�
－95.0�
－21.9�
－97.3�

�
�

－17.1�
�

0.8

総 　 額 �
総額の�
伸　率�

672,273�
97,637�
4,000�
400�
50�

69,215�
13,900�
31,000�
16,454�

1,371,828�
1,281,828�
90,000�
1,978�
5,895�

128,879�
216,767�

�
171,801�
3,333�

�
168,716�
206,847�
146,178�
343,100�

3,670,251�
�

927,474�
510,458�
24,902�
148,839�
608,632�
383,517�
105,134�
30,019�
276,796�
463,831�
11,475�
452,356�
3,250�

�
�

3,482,852�
�

187,399

11.7�
13.0�
－25.3�
皆増�
皆増�
－3.1�
－11.8�
－5.2�
－3.6�
－6.5�
－5.1�
－22.8�
－26.5�
322.9�
6.9�

－29.6�
�

－11.5�
－68.2�
皆減�
－5.2�
0.8�
17.5�
－30.8�

－6.8�
�

2.1�
6.3�

－29.0�
9.9�
－6.1�
1.5�
2.6�
－3.2�
－4.2�
－35.7�
－53.8�
－35.1�
41.2�

�
�

－6.7�
�

－9.4

総 　 額 �
総額の�
伸　率�

655,000�
98,000�
4,000�
400�
50�

70,000�
13,900�
31,000�
15,000�

1,336,000�
1,256,000�
80,000�
2,000�
6,000�

128,000�
198,000�

�
165,000�
3,500�

�
177,500�
187,399�
122,000�
262,400�

3,475,149�
�

935,611�
455,000�
22,000�
149,000�
586,800�
367,689�
97,000�
30,000�
275,000�
411,475�
11,475�
400,000�

�
�
�

3,329,575�
�

145,574

－2.6�
0.4�
0.0�
0.0�
0.0�
1.1�
0.0�
0.0�
－8.8�
－2.6�
－2.0�
－11.1�
1.1�
1.8�
－0.7�
－8.7�

�
－4.0�
5.0�
�

5.2�
－9.4�
－16.5�
－23.5�

－5.3�
�

0.9�
－10.9�
－11.7�
0.1�
－3.6�
－4.1�
－7.7�
－0.1�
－0.6�
－11.3�
0.0�

－11.6�
皆減�

�
�

－4.4�
�

－22.3

総 　 額 �
総額の�
伸　率�

667,500�
98,000�
4,000�
400�
50�

71,000�
14,000�
31,000�
15,000�

1,310,000�
1,230,000�
80,000�
2,000�
6,000�

128,000�
196,000�

�
162,000�
3,500�

�
187,500�
145,574�
124,000�
281,500�

3,447,024�
�

948,024�
453,000�
22,000�
150,000�
585,000�
375,298�
77,000�
30,000�
273,000�
411,475�
11,475�
400,000�

�
�
�

3,324,797�
�

122,227

1.9�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
1.4�
0.7�
0.0�
0.0�
－1.9�
－2.1�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
－1.0�

�
－1.8�
0.0�
�

5.6�
－22.3�
1.6�
7.3�

－0.8�
�

1.3�
－0.4�
0.0�
0.7�
－0.3�
2.1�

－20.6�
0.0�
－0.7�
0.0�
0.0�
0.0�
�
�
�

－0.1�
�

－16.0

総 　 額 �
総額の�
伸　率�

平成15年度決算�平成16年度決算見込�平成17年度決算見込�平成18年度決算見込�



鈴
木
　
　
充
（
大
山
字
柿
崎
）

大
内
　
吉
弥
（
大
山
字
小
次
郎
内
）

渡
辺
　
信
雄
（
大
山
字
六
社
山
）

押
山
　
文
子
（
玉
井
字
薄
黒
内
）

ま
た
、
民
生
・
児
童
委
員
の
方
々

は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
の
で
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

民
生
・
児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

第４８０号１７・１・１５ �広　報　お　お　た　ま

十
二
月
六
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
民
生
・
児
童
委
員
委
嘱

状
伝
達
式
が
開
催
さ
れ
、
平
成
十

六
年
十
二
月
か
ら
三
年
間
村
民
の

皆
様
の
良
き
相
談
相
手
と
し
て
、

地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
ご
尽
力

い
た
だ
く
民
生
・
児
童
委
員
の
方
々

ヘ
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状

が
伝
達
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
状
交
付
に
続
き
、
会
長
に

野
内
信
昭
さ
ん（
玉
井
字
五
里
田
）、

副
会
長
に
佐
藤
美
一
さ
ん
（
玉
井

字
西
ノ
内
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
十
一
月
三
十
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
で
次
の
方
が
民
生
・

児
童
委
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
福
祉
の
向
上
発
展
、
地
域
住

民
の
良
き
相
談
相
手
者
と
し
て
長

い
間
活
躍
さ
れ
た
労
に
対
し
、
厚

生
労
働
大
臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、

村
長
か
ら
伝
達
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

退
任
後
も
村
社
会
福
祉
の
向
上

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
　
退
任
委
員
（
敬
称
略
）

伊
藤
　
正
子
（
玉
井
字
北
東
町
）

川
越
　
重
信
（
玉
井
字
薄
黒
内
）

国
分
　
　
治
（
玉
井
字
高
根
）

後
藤
　
朋
一
（
玉
井
字
茱
塚
）

【
主
任
児
童
委
員
】

～任期満了で退任される民生・児童委員の皆様～

根本　　弥
玉井字馬喰内
（玉井4区の全域）

柳田　忠市
玉井字大石

（玉井8区の全域）

松野　節雄
大山字後谷地
（大山4区の全域）

浅野さち子
玉井字北東町
（大玉村の全域）

三村マサミ
玉井字薄黒内
玉井3区（中森、山
口除く）全域

佐藤　美一
玉井字西ノ内

（玉井7区の西北、浅栄
玉井9区の小高倉）

小沼　智子
大山字神原田
（大山3区の全域）

野内千賀子
玉井字中道
（大玉村の全域）

武田　澄子
玉井字薄黒内

（玉井2区の上町、玉
井3区の中森、山口）

橋本　初子
玉井字本揃

（玉井7区（西北、浅
栄を除く）の全域）

渡邊ケサヨ
大山字戸ノ内
（大山2区の全域）

今井　善子
玉井字南町

玉井2区（上町を除
く）の全域

後藤　　一
玉井字茱塚

（玉井6区の全域、守
谷区）

菊地　愛子
大山字高屋敷
（大山1区の全域）

添田　榮子
大山字舘

（大山6区の全域）

野内　信昭
玉井字五里田
（玉井1区の全域）

安田イツ子
玉井字中屋敷
（玉井5区の全域）

丹伊田水知子
大山字大皿久保
（玉井9区（小高倉を除く）
の全域、玉井10区の全域）

神野藤安重
大山字上ノ台
（大山5区の全域）
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新新新新
聞聞聞聞
記記記記
者者者者
かかかか
らららら
見見見見
たたたた
大大大大
玉玉玉玉
村村村村

福福福福
島島島島
民民民民
報報報報
社社社社
並並並並
びびびび
にににに
福福福福
島島島島
民民民民
友友友友
新新新新
聞聞聞聞
社社社社
そそそそ
れれれれ
ぞぞぞぞ
れれれれ
のののの
本本本本
宮宮宮宮
支支支支
局局局局
長長長長
かかかか
らららら
原原原原
稿稿稿稿
をををを

寄寄寄寄
せせせせ
てててて
いいいい
たたたた
だだだだ
きききき
まままま
しししし
たたたた
。。。。

【
新
聞
記
者
か
ら
見
た
平
成
１６
年
の

大
玉
村
を
振
り
返
っ
て
】

本
宮
支
局
に
着
任
し
、
大
玉
村
で
取
材

活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
、
早
や
二
年

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
も
「
お

お
た
ま
夏
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
各
種
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
村
民
の
み
な
さ
ん
の
い
き
い

き
と
し
た
姿
に
数
多
く
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
私
も
村
の
雰
囲
気
に
す
っ
か

り
馴
染
み
、
取
材
先
で
声
を
掛
け
て
い
た

だ
く
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
大
玉
村
は
、
大
き
な
事
件
も
な

く
、
比
較
的
平
穏
な
一
年
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
農
作
物
も
豊
作
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
、
多
く
の
み
な
さ
ん
が
幸
せ
な
お
正

月
を
過
ご
せ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
の
村
の
動
き
の
中
で
最
も
印
象
に
残

る
の
は
、
や
は
り
村
が
当
面
の
自
立
に
向

け
て
動
き
出
し
た
こ
と
で
す
。
年
末
に
は

各
地
区
で
自
立
計
画
説
明
会
が
開
か
れ
、

自
立
し
た
場
合
の
取
り
組
み
な
ど
が
明
ら

か
に
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
の
ど
こ
の
市
町

村
で
も
厳
し
い
財
政
状
況
を
強
い
ら
れ
、

福島民報社
本宮支局長
紺野　学さん

福島民友新聞社
本宮支局

加藤　健一さん

さ
ら
に
市
町
村
合
併
を
求
め
る
国
の
締
め
付

け
も
強
く
な
る
中
、
自
立
の
決
断
に
は
大
変

な
努
力
と
慎
重
な
判
断
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

今
年
も
�
大
い
な
る
田
舎
�
と
し
て
発
展

し
続
け
る
大
玉
村
を
注
意
深
く
見
守
り
、
み

な
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
紙
面
作
り
を
心
掛
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。昨
年
四
月
に
本
宮
支
局
に
赴
任
し
、

初
め
て
の
取
材
活
動
の
経
験
の
な
か
、
あ

っ
と
い
う
間
に
九
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
と
「
お
お
た
ま

夏
ま
つ
り
」
や
「
村
文
化
祭
」
な
ど
、
村

活
性
化
に
つ
な
が
る
多
種
多
様
な
事
業
に

お
い
て
、
活
力
あ
る
村
民
の
皆
さ
ん
の
姿

が
印
象
的
で
す
。

昨
年
は
、
県
内
で
初
め
て
寝
た
き
り
ゼ

ロ
を
目
指
す
保
健
・
福
祉
事
業
の
一
環
と

し
て
、
県
立
医
大
公
衆
衛
生
講
座
と
共
同

で
高
齢
者
健
診
の
実
施
、
定
住
人
口
の
増

加
対
策
を
積
極
的
に
図
る
た
め
、
村
と
民

間
企
業
が
一
体
と
な
り
定
住
の
推
進
策
を

打
ち
出
し
た
組
織
「
お
お
た
ま
定
住
促
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
置
す
る
な
ど
の
取

り
組
み
。
ま
た
、
将
来
の
村
の
姿
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
水
準
、
生
活
基
盤
の
整
備
、

財
政
状
況
の
推
移
な
ど
を
検
討
し
策
定
さ

れ
、
実
施
し
た
「
大
玉
村
自
立
計
画
説
明

会
」
で
は
、
村
が
住
民
が
幸
せ
で
住
み
良

い
村
の
実
現
へ
向
け
て
の
指
針
を
示
し
、

個
性
あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り
へ
の
意
気
込
み

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
五
月
二
十
九
日
に
大
玉
村
合
併
五
十

周
年
記
念
式
典
・
事
業
が
開
催
さ
れ
、
今
夏
に

は
村
長
選
も
執
り
行
わ
れ
る
な
ど
、
大
玉
村
が

注
目
を
集
め
る
年
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
も

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
生
か
し
た
活
力
あ
ふ
れ

る
村
づ
く
り
に
期
待
し
な
が
ら
「
躍
進
す
る
大

玉
村
」
を
取
材
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ご
指
導
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

～自立計画説明会～

～高齢者健診～



70回に及ぶ献血を通じて赤十字事業の進展に多
大の貢献をされた功績に対し日本赤十字社から、
本村職員の後藤和吉さん（玉井字茱塚）へ銀色有
功章が贈られました。
12月14日に役場において、浅和村長から感謝状
と記念品の伝達が行われました。
後藤さんは、今

後とも血液を必要
としている方々が
いる限り尊い生命
を救うために、引
き続き献血の推進
に積極的に協力し
ていきたいと話し
てくださいました。

～後藤和吉さんへ感謝状と記念品が
手渡されました～
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地域での出来事、話題などがありましたら、総務課情報広聴係までお知らせください。 �48-3131内線211

～きびきびとした分列行進～

～無火災決議文を読み上げる三瓶一美分団長～

献血70回の功績に対し銀色有功章
～後藤和吉さん（玉井字茱塚）～

村固定資産評価審査委員会委員に
小沼　弘さん（大山字神原田）が再任

村固定資産評価審査委員会は3名で構成されて
おり､任期満了となりました1名の村固定資産評価
審査委員会委員に、小沼弘さん（大山字神原田）
が再任されました。
小沼さんの任期は､平成16年12月24日より3年
間です。

～大玉村固定資産評価審査委員会委員に選任された小沼弘さん～

む
ら
の
話
題
あ
っ
ち
こ
っ
ち

無
火
災
を
願
っ
て

〜
平
成
十
七
年
消
防
出
初
式
〜

一
月
六
日
、
村
民
運
動
場
に
お
い
て
村
消
防
団
員
、
婦
人

消
防
協
力
隊
員
等
が
参
加
し
て
大
玉
村
消
防
団
の
平
成
十
七

年
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
先
立
ち
、
玉
井
神
社
に
お
い
て
無
火
災
を
祈
願
し
、

消
防
車
両
に
て
村
内
を
パ
レ
ー
ド
し
な
が
ら
無
火
災
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

式
で
は
、
佐
々
木
正
博
団
長
の
訓
示
が
あ
り
、
中
隊
訓
練

な
ど
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

無
火
災
決
議
で
は
、
第
８
分
団
分
団
長
の
三
瓶
一
美
さ
ん

が
予
防
消
防
に
徹
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

村
長
の
挨
拶
に
続
き
、
各
表
彰
が
行
わ
れ
退
職
幹
部
の
皆
さ

ん
等
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
前
第

４
分
団
分
団
長
の
根
本
好
明
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

●
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

退
職
幹
部
表
彰

伊
藤
　
悦
夫
（
前
第
１
分
団
分
団
長
）

小
沼
　
　
稔
（
前
第
２
分
団
分
団
長
）

根
本
　
好
明
（
前
第
４
分
団
分
団
長
）

菅
原
　
幸
夫
（
前
第
６
分
団
分
団
長
）

佐
藤
　
雅
俊
（
前
庶
務
副
部
長
）

永
年
勤
続
退
職
団
員
表
彰

菅
野
　
　
充
（
前
第
３
分
団
班
長
）

武
田
　
将
寛
（
前
第
６
分
団
班
長
）

今
井
　
雄
治
（
前
第
１
分
団
団
員
）

鈴
木
　
久
雄
（
前
第
２
分
団
団
員
）

渡
辺
　
文
彦
（
前
第
５
分
団
団
員
）

高
橋
　
儀
幸
（
前
自
動
車
部
団
員
）

佐
々
木
勝
彦
（
前
自
動
車
部
団
員
）

一
般
表
彰

松
本
　
孝
子
（
前
婦
人
消
防
協
力
隊
長
）

優
良
分
団
表
彰

大
玉
村
消
防
団
　
第
５
分
団

功
績
章

渡
辺
　
広
文
（
第
５
分
団
分
団
長
）

精
勤
章

橋
本
　
秀
幸
（
第
４
分
団
副
分
団
長
）

武
田
　
雅
弘
（
第
３
分
団
班
長
）

菊
地
　
金
次
（
第
５
分
団
班
長
）

伊
藤
　
善
一
（
第
７
分
団
班
長
）

渡
辺
　
義
貴
（
自
動
車
部
班
長
）

武
田
　
将
寛
（
前
第
６
分
団
班
長
）

優
良
団
員
章

国
分
　
幸
治
（
第
１
分
団
団
員
）

安
藤
　
克
幸
（
第
３
分
団
団
員
）

後
藤
　
幸
久
（
第
３
分
団
団
員
）

橋
本
　
博
之
（
第
４
分
団
団
員
）

鈴
木
　
　
賢
（
第
４
分
団
団
員
）

斎
藤
　
謙
二
（
第
６
分
団
団
員
）

角
田
　
俊
哉
（
第
７
分
団
団
員
）

鈴
木
　
裕
也
（
役
場
消
防
部
）



県スポーツ少年団功労者表彰を受賞
～斎藤　徹さん（大山字木ノ下）～

12月1日、福島市において県体育協会県スポー
ツ少年団功労者・優良団体表彰式等が開催され、
斎藤徹さん（大山字木ノ下）が県スポーツ少年団
功労者表彰を受賞しました。
斎藤さんは、地域における子ども達のスポーツ
活動の充実を図るため、長年にわたりジュニアタ
イガーススポーツ少
年団の指導者として
尽力されており、大
玉村野球協会会長と
しても野球の普及、
向上に努めている功
績が認められまし
た。
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「伝えたい 田舎の味」
～安達地方特産品コンクールで優秀賞を受賞～

11月16日、二本松市において「安達地方特産品
（漬物部門）コンクール」が開催され、本村からは
生活研究グループ連絡協議会の会員5名が自慢の漬
物を出品しました。
安達地方の各市町村から丹精こめて作られた漬物
約40点が出品され、三浦好子さん（大山字大橋平）
の「里山の香り漬け」が優秀賞を受賞されました。
三浦さんの漬物は、

地元の農産物をふんだ
んに使用していること、
味・彩りの良さ、ネー
ミングの良さなどが高
く評価され受賞に至っ
たものです。おめでと
うございました。

～県スポーツ少年団功労者表彰を
受賞した斎藤徹さん～

～生活研究グループ連絡協議会会長
添田栄子さん（左）と三浦好子さん（右）～

玉
井
小
学
校
掲
揚
台
・

掲
揚
ポ
ー
ル
完
成

〜
玉
井
財
産
区
よ
り
寄
贈
〜

先
日
、
玉
井
小
学
校
の
新

校
庭
側
の
西
側
に
、
掲
揚
台

及
び
掲
揚
ポ
ー
ル
が
完
成
し

国
旗
、
村
旗
、
校
旗
が
掲
揚

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
掲
揚
台
及
び
掲
揚
ポ

ー
ル
は
、
玉
井
財
産
区
（
管

理
会
会
長：

根
本
弥
氏
）
か

ら
、
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
安
達
太
良
山
か
ら
の
風

が
国
旗
、
村
旗
、
校
旗
を
な

び
か
せ
玉
井
小
学
校
の
校
風

を
引
き
立
て
て
い
ま
す
。

玉
井
財
産
区
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
掲
揚
台
及
び
掲

揚
ポ
ー
ル
が
、
こ
れ
か
ら
の

学
校
行
事
に
お
お
い
に
活
躍

す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

～玉井財産区から寄贈された掲揚台と掲揚ポール～

大
き
な
声
が

響
き
ま
し
た

〜
第
二
十
八
回
大
玉
村
民
剣
道
大
会
〜

十
二
月
五
日
、
大
山
小
学

校
体
育
館
に
お
い
て
大
玉
剣

友
会
主
催
の
、
第
二
十
八
回

大
玉
村
民
剣
道
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

団
体
戦
、
個
人
戦
が
行
わ

れ
、
会
場
内
で
は
各
選
手
と

も
自
分
の
持
ち
味
を
発
揮
し
、

日
頃
鍛
え
た
力
と
技
・
精
神

力
で
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。～大きな声が会場に響きました～

地
域
と
と
も
に
歩
む

郵
便
局
を
目
指
し
て
！

〜
各
郵
便
局
長
が
来
庁
〜

福
島
県
北
部
特
定
郵
便
局

長
会
で
発
行
し
て
い
る
機
関

紙
「
福
北
」
の
編
集
に
あ
た

り
、
十
二
月
二
十
一
日
、
岩

代
大
山
郵
便
局
高
島
局
長
、

大
玉
郵
便
局
鴫
原
局
長
、
岩

代
郵
便
局
三
島
局
長
、
福
島

花
園
町
郵
便
局
山
口
局
長
が

来
庁
し
、
浅
和
村
長
に
対
し

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し

た
。局

長
各
位
の
訪
問
は
、
地

域
に
密
着
し
た
郵
政
事
業
の

展
開
と
地
域
へ
の
貢
献
の
た

め
、
各
自
治
体
と
情
報
交
換

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

～浅和村長へのインタビューのためご来庁くださった郵便局長各位～
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村
長
メ
モ
（
十
二
月
）

１
日
　
国
道
４
号
４
車
化
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
要
望
活
動
（
福

島
市
）。

安
達
地
方
市
町
村
会
懇
談
会

（
東
京
都
）

２
日
　
全
国
町
村
長
大
会
（
東
京

都
）。
大
玉
村
自
立
計
画
説
明
会

３
日
　
国
道
４
号
４
車
化
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
要
望
活
動
（
仙

台
市
）。
臨
時
庁
議
。
広
域
行
政

組
合
協
議
（
二
本
松
市
）。
大
玉

村
自
立
計
画
説
明
会

４
日
　
消
防
団
幹
部
忘
年
会
（
二

本
松
市
）

５
日
　
木
幡
の
幡
祭
（
東
和
町
）

６
日
　
広
域
行
政
組
合
正
副
管
理

者
会
議
（
二
本
松
市
）。
民
生
児

童
委
員
委
嘱
状
交
付
式
。
農
水

省
福
島
農
政
事
務
所
長
来
庁
。

７
日
　
定
例
議
会

９
日
　
定
例
議
会

10
日
　
定
例
議
会

12
日
　
大
玉
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

交
流
会
。
渡
邉
作
男
氏
叙
勲
祝

賀
会
（
本
宮
町
）

13
日
　
食
と
み
ど
り
水
を
守
る
福

島
県
労
農
市
民
会
議
来
庁
。
畜

産
振
興
懇
談
会
・
懇
親
会

14
日
　
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
最

終
審
査
会
。
斎
藤
徹
氏
ス
ポ
少

指
導
者
表
彰
受
賞
祝
賀
会

16
日
　
広
域
行
政
組
合
協
議
（
二

本
松
市
）。
区
長
会
忘
年
会

17
日
　
Ｊ
Ａ
玉
井
総
合
支
店
そ
さ

い
部
会
反
省
会
。
福
島
民
報
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
。
報
道
機
関
懇
談

会
。
農
業
委
員
会
忘
年
会
（
二

本
松
市
）

18
日
　
大
玉
村
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
会

総
会

19
日
　
大
山
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
創
立
１０
周
年
記
念
式
典

20
日
　
ふ
る
さ
と
創
生
委
員
会
。

福
島
県
森
林
審
議
会（
福
島
市
）。

議
会
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
忘

年
会

21
日
　
福
島
県
北
部
特
定
郵
便
局

長
会
機
関
紙
取
材
。

22
日
　
広
域
行
政
組
合
協
議
（
二

本
松
市
）。
庁
議
。
福
島
県
農
業

信
用
基
金
協
会
（
福
島
市
）。
課

長
等
懇
親
会

24
日
　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
辞
令
交
付
。
福
島
県
国

保
連
合
会
理
事
会
（
福
島
市
）。

ふ
く
し
ま
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー

理
事
会
（
福
島
市
）

27
日

例
月
出
納
検
査

28
日

年
末
訓
示
。

第
十
八
回

新
年
賀
詞
交
歓
会

一
月
七
日
、
大
玉
村
商
工
会
館
に
お
い
て
、
大
玉
村
商

工
会
主
催
の
平
成
十
七
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
鈴
木
誠
一
村
商
工
会
長
か
ら
「
二

〇
〇
五
年
の
大
玉
村
商
工
会
は
、
夢
と
希
望
に
満
ち
て
歩

ん
で
い
き
た
い
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
菅
野
村
議
会
議
長
等
か
ら
年
頭
に
あ
た
っ
て
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
締
め
く
く
り
と
し
て
、
浅
和
村
長
が
、

行
政
に
お
い
て
の
各
分
野
に
お
け
る
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
新
年
祝
宴
に
う
つ
り
出
席
者
た
ち
は
、
お
互

い
に
今
年
の
抱
負
を
語
り
合
い
、
今
年
一
年
の
活
躍
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。

～本年の抱負を述べる浅和村長～

～12/1 国道4号4車化整備促進期成同盟会要望活動～
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関関関関
東東東東
ああああ
だだだだ
たたたた
らららら

大大大大
玉玉玉玉
のののの
会会会会

神
奈
川
県
秦
野
市
在
住

鈴
木
　
金
作

（
玉
井
字
中
道
出
身
）

明
治
大
学
農
学
部
教
授

箱
�

美
義

関
東
あ
だ
た
ら
大
玉
の
会

（
玉
井
字
馬
喰
内
出
身
）

⑨
つ
づ
き

咲
い
た
こ
の
タ
ン
ポ
ポ
花
は

両
性
の
お
し
べ
（
花
粉
）
と
め

し
べ
（
卵
）
を
持
っ
て
い
る
が
、

肝
心
な
お
し
べ
で
あ
る
花
粉
中

の
生
殖
核
が
生
ま
れ
つ
き
受
精

能
力
が
と
て
も
弱
い
も
の
が
多

い
。
こ
の
こ
と
の
代
り
か
ら
単

細
胞
の
め
し
べ
の
卵
が
自み

ず
か

ら
の

働
き
に
よ
っ
て
受
粉
し
た
後
、

い
と
な
む
花
粉
中
の
生
殖
核
と

め
し
べ
の
卵
核
の
合
一
（
融ゆ

う

合ご
う

）

す
る
こ
の
受
精
を
し
な
く
て
も
、

あ
た
か
も
こ
の
受
精
を
成な

し
遂と

げ
た
か
の
よ
う
に
、
単
細
胞
の

卵
が
一
人
よ
が
り
に
、
ど
ん
ど

ん
と
分
裂
・
増
殖
し
卵
細
胞
数

を
増ふ

や
す
。
そ
の
結
果
、
種
族

の
継
承
者
・
子
孫
と
な
る
、
い

わ
ゆ
る
性
な
し
、
父
な
し
子
で

あ
る
タ
ネ
（
種
子
）
を
つ
く
り

出
し
て
し
ま
う
（
単た

ん

為い

結け
っ

果か

・

処
女
生
殖
ま
た
は
無
性
生
殖
）

と
い
う
他
の
種
・
花
に
あ
ま
り

み
ら
れ
な
い
よ
う
な
偉い

業ぎ
ょ
う
を
達

成
す
る
風ふ

う

変が
わ

り
な
タ
ン
ポ
ポ
花

も
少
な
く
な
い
。
セ
イ
ヨ
ウ
タ

ン
ポ
ポ
花
な
ら
で
は
の
な
せ
る

特
異
の
業わ

ざ

な
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
ん
な
秘
め
ら
れ
た
芸
当
の
で

き
る
こ
と
が
短
い
間
に
沢
山
つ

く
り
出
し
た
無
数
の
タ
ネ
を
遥は

る

か
彼
方

か
な
た

何
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

い
う
広
い
と
こ
ろ
ま
で
風
の
力

を
借
り
る
な
ど
し
て
撒ま

き
散
ら

し
（
風
散
布
種
子
）
と
こ
ろ
か

ま
わ
ず
繁
殖
・
繁
栄
す
る
こ
と

の
で
き
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
な

ぜ
こ
ん
な
風
変
わ
り
な
タ
ネ
づ

く
り
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
恐

ら
く
自
分
の
種
族
を
な
く
さ
な

い
た
め
の
近
親
婚
に
よ
る
奇
形

タ
ネ
の
発
生
す
る
リ
ス
ク
（
危

険
・
危
害
）
を
避
け
る
工
夫
・

作
戦
の
一
つ
と
考
え
る
。

花
め
ぐ
り
舞
・
踊
る
舞
姫
―

チ
ョ
ウ
・
ハ
チ
た
ち

十
数
種
あ
る
タ
ン
ポ
ポ
の
繁

殖
・
繁
栄
は
す
で
に
述
べ
た
性

な
し
、
父
な
し
子
タ
ネ
ば
か
り

で
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
父
の

花
粉
核
と
母
の
卵
核
と
の
両
親

の
も
と
の
出
合
い
の
結
果
、
つ

く
ら
れ
た
タ
ネ
（
有
性
生
殖
）

に
よ
っ
て
計
ら
れ
る
花
・
種
が

多
い
。
そ
の
タ
ネ
づ
く
り
に
は
、

と
て
も
大
切
な
花
粉
の
仲
人
の

主
役
を
務
め
果
す
多
く
の
チ
ョ

ウ
（
蝶
）・
ハ
チ
（
蜂
）
た
ち
の

訪
花
・
昆
虫
に
よ
せ
る
期
待
は

大
変
に
大
き
い
。

（
つ
づ
く
）

箱
�
教
授
の
シ
リ
ー
ズ

く
ろ（
あ
ぜ
・
畔
・

）歳
時
記
⑩

去
る
十
月
二
十
四
日
、
紅
葉
を

観
に
八
幡
平
―
十
和
田
―
奥
入
瀬

―
八
甲
田
―
弘
前
と
周
遊
し
ま
し

た
。
心
配
し
た
時
期
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
最
適
で
最
高
の
紅
葉
を

観
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
紅

葉
も
今
で
は
東
北
地
方
か
ら
京
浜

地
区
へ
、
又
高
い
山
か
ら
人
里
に

降
り
て
来
て
庭
先
の
木
々
に
も
一

段
と
美
し
い
季
節
と
な
っ
て
、
間

も
な
く
や
っ
て
く
る
冬
を
迎
え
る

準
備
に
忙
し
い
今
日
こ
の
頃
で
す

が
、
村
民
の
皆
様
を
始
め
、
会
員

の
皆
様
に
は
大
変
ご
無
沙
汰
し
て

お
り
ま
す
が
…
…
お
変
わ
り
有
り

ま
せ
ん
か
？

さ
て
私
は
、
こ
の
九
月
に
満
六

十
才
の
還
暦
を
迎
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
今
年
度
は
申
年
で
同
級

生
共
々
還
暦
を
迎
え
る
年
で
今
年

明
け
の
一
月
十
七
日
に
は
地
元
岳

温
泉
某
旅
館
に
て
昭
和
三
十
四
年

度
卒
玉
井
中
学
校
の
還
暦
同
級
会

を
在
村
の
幹
事
さ
ん
の
お
骨
折
り

で
還
暦
祈
祷
や
恩
師
を
招
い
て
の

懇
親
会
を
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

明
朝
に
は
別
れ
が
今
ま
で
に
無
く

辛
く
、
い
つ
ま
で
も
惜
し
ん
で
居

り
ま
し
た
。

自
宅
の
方
で
も
三
十
七
年
間
勤

め
た
前
会
社
の
仲
間
達
に
真
鶴
の

保
養
所
で
祝
い
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
仲
間
と
は
富
士
山
で
春

は
山
菜
、
秋
は
キ
ノ
コ
採
り
を
始

め
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
誕
生
祝
い
な

ど
を
や
っ
て
い
ま
す
。
写
真
の
衣

装
、
赤
い
帽
子
と
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン

コ
は
順
次
お
譲
り
で
す
。

又
先
日
の
十
月
二
日
に
は
高
校

の
四
十
年
ぶ
り
の
同
級
会
を
磐
梯

熱
海
温
泉
某
旅
館
で
行
い
ま
し
た
。

受
付
で
会
っ
た
顔
ぶ
れ
に
戸
惑
い

が
有
り
ま
し
た
が
、
一
献
か
た
む

け
る
毎
に
在
学
中
の
友
と
重
な
り
、

想
い
出
話
や
そ
の
後
の
苦
労
談
な

ど
語
り
合
い
感
無
量
で
し
た
。
そ

れ
と
玉
井
中
学
同
級
会
の
場
合
も

同
じ
で
す
が
、
来
て
下
さ
っ
た
恩

師
の
方
々
は
ど
な
た
も
若
々
し
く

同
級
生
と
間
違
え
る
位
で
…
…
私

達
の
お
手
本
と
し
て
益
々
尊
敬
す

る
次
第
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
人
生
六
十
年

を
迎
え
て
節
目
の
年
で
あ
る
事
を

徐
々
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
希

望
と
期
待
の
独
身
時
代
、
家
庭
を

持
っ
て
子
育
て
の
壮
年
時
代
、
仕

事
で
会
社
に
貢
献
し
た
熟
年
時
代

と
苦
労
と
充
実
の
年
で
し
た
が
…

…
こ
れ
か
ら
は
と
問
わ
れ
る
と
何

も
無
く
変
わ
ら
な
い
。
暇
な
時
間

を
地
域
の
為
、
自
分
自
身
の
為
と

考
え
て
も
不
安
が
有
り
ま
す
。

幸
い
五
年
前
に
嫌
々
受
け
た
防

犯
指
導
員
の
任
務
も
防
犯
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
車
両
広
報
、
丹
沢
祭
り

や
た
ば
こ
祭
り
な
ど
の
チ
ン
ド
ン

屋
や
焼
き
ソ
バ
な
ど
通
し
て
、
少

し
で
も
地
域
に
役
立
っ
て
い
る
か

な
と
思
い
つ
つ
、
十
一
月
十
三
日

に
は
感
謝
状
を
頂
き
ま
し
た
。
多

趣
味
の
私
で
す
が
…
…
現
在
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
写
真
か
ら
似
顔
絵

の
下
絵
を
作
り
、
ク
レ
パ
ス
で
塗

っ
て
仕
上
げ
、
友
達
に
喜
ば
れ
て

居
り
ま
す
。
そ
ん
な
事
か
な
と
暗

中
無
策
で
す
？

以
上
、
老
婆
心
な
が
ら
一
言
で

し
た
。

還
暦
を
迎
え
て
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じ
ゃ
が
い
も
作
り
を

手
伝
っ
て

玉
井
小
五
年
（
現：

六
年
）

鈴
木
　
諒
平
く
ん

ぼ
く
の
家
で
は
、
家
族
が
食
べ

る
分
の
野
菜
は
、
ほ
と
ん
ど
家
で

作
っ
て
い
ま
す
。
去
年
の
春
休
み

に
、
じ
ゃ
が
い
も
作
り
を
手
伝
い

ま
し
た
。

最
初
に
、
じ
ゃ
が
い
も
の
種
い

も
を
二
つ
に
切
り
ま
し
た
。
種
い

も
か
ら
芽
が
出
る
所
を
切
ら
な
い

よ
う
に
よ
く
見
て
切
り
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
木
灰
を
切
り
口
に

つ
け
ま
し
た
。
切
り
口
に
灰
を
つ

け
る
と
、病
気
を
防
ぐ
そ
う
で
す
。

じ
い
ち
ゃ
ん
が
た
が
や
し
た
畑

に
、
種
い
も
を
持
っ
て
行
っ
て
植

え
ま
し
た
。

植
え
方
は
、
切
り
口
を
下
に
し

て
芽
が
出
や
す
い
よ
う
に
し
ま
す
。

種
い
も
と
種
い
も
の
あ
い
だ
は
、

五
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
は
な
し
て
植

え
ま
す
。
ふ
か
ふ
か
の
土
を
種
い

も
の
上
に
た
く
さ
ん
か
ぶ
せ
ま
し

た
。

「
土
を
い
っ
ぱ
い
か
け
る
と
、
茎
が

太
く
な
っ
て
い
っ
ぱ
い
い
も
が
な

る
ん
だ
よ
。」

と
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
言
っ
て
い
ま

し
た
。

種
い
も
は
、
二
か
所
の
畑
に
植

え
ま
し
た
。

学
校
で
は
、
さ
つ
ま
い
も
を
作

り
ま
し
た
が
、
さ
つ
ま
い
も
は
、

苗
で
植
え
る
の
に
、
じ
ゃ
が
い
も

は
、
種
い
も
を
植
え
る
と
こ
ろ
が

ち
が
う
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

同
じ
土
の
中
に
で
き
る
い
も
な
の

に
、
ど
う
し
て
ち
が
う
の
か
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。

種
い
も
を
植
え
て
か
ら
一
か
月

ぐ
ら
い
し
て
か
ら
や
っ
と
芽
が
出

て
き
ま
し
た
。
畑
の
あ
ち
こ
ち
か

ら
小
さ
い
か
わ
い
い
芽
が
出
た
の

で
、
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
早

く
大
き
く
な
ら
な
い
か
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

「
じ
ゃ
が
い
も
を
植
え
る
と
き
に
、

腰
を
曲
げ
て
植
え
な
く
ち
ゃ
な
ん

ね
え
が
ら
、
腰
が
痛
く
て
た
い
へ

ん
だ
げ
ん
と
、
芽
が
出
た
の
を
見

っ
と
、
腰
が
痛
い
の
も
忘
れ
っ
ち

ま
あ
な
あ
。」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
気
持
ち
が
わ
か
る

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
ぼ
く
も

い
も
を
植
え
た
あ
と
は
、
腰
を
の

ば
せ
な
い
く
ら
い
痛
か
っ
た
の
で
、

何
年
も
じ
ゃ
が
い
も
を
作
っ
て
い

る
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

六
月
の
中
ご
ろ
に
じ
ゃ
が
い
も

の
花
が
咲
き
ま
し
た
。
白
く
て
小

さ
く
て
と
て
も
か
わ
い
い
花
で
す
。

畑
一
面
に
じ
ゃ
が
い
も
の
花
が
さ

い
た
の
を
見
る
と
き
れ
い
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。

「
夏
休
み
に
入
っ
た
こ
ろ
に
、
い
も

ほ
り
す
っ
か
ら
諒
平
、
雄
平
、
手

伝
え
よ
。」

と
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
言
わ
れ
ま
し

た
。夏

休
み
に
入
っ
て
か
ら
い
も
ほ

り
を
家
族
み
ん
な
で
や
り
ま
し
た
。

じ
ゃ
が
い
も
の
葉
っ
ぱ
は
、
か
れ

て
あ
ち
こ
ち
な
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。

「
葉
っ
ぱ
が
か
れ
た
の
は
、
で
ん

ぷ
ん
が
土
の
中
の
い
も
の
ほ
う
に

い
っ
た
か
ら
だ
ぞ
。」

と
、
じ
い
ち
ゃ
ん
に
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。

い
も
ほ
り
は
、
暑
く
て
た
い
へ

ん
だ
っ
た
け
ど
、
土
を
ほ
る
と
大

き
い
じ
ゃ
が
い
も
が
た
く
さ
ん
出

て
き
ま
し
た
。
大
き
い
い
も
は
、

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ぐ
ら
い
大
き

い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
ほ
っ
た

い
も
は
、
か
ご
に
入
れ
て
か
ら
一

輪
車
に
乗
せ
て
運
び
ま
し
た
。
と

て
も
重
か
っ
た
で
す
。

ほ
っ
た
い
も
は
か
わ
か
し
て
か

ら
紙
の
袋
に
入
れ
て
保
存
し
て
お

き
ま
す
。
三
十
キ
ロ
入
る
袋
で
十

本
ぐ
ら
い
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
い

も
は
、
一
年
ぐ
ら
い
か
け
て
ぼ
く

の
家
で
食
べ
ま
す
。

じ
ゃ
が
い
も
を
ほ
っ
た
日
の
夕

食
に
新
じ
ゃ
が
の
み
そ
汁
を
作
っ

て
も
ら
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
お
い

し
く
て
お
か
わ
り
を
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

「
う
ち
で
作
っ
た
い
も
は
、
煮
る
と

ほ
く
ほ
く
し
て
一
番
う
ま
い
な
あ
。

明
日
は
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
を
作
っ

が
な
あ
。」

と
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
言
っ
て
い
ま

し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
じ
ゃ
が
い
も
は
、

い
ろ
ん
な
料
理
に
使
い
ま
す
。
ぼ

く
は
、
お
母
さ
ん
が
作
っ
た
カ
レ

ー
の
中
に
入
っ
て
い
る
じ
ゃ
が
い

も
が
一
番
好
き
で
す
。

ま
た
、
今
年
も
春
休
み
に
な
っ

た
ら
、
じ
ゃ
が
い
も
作
り
の
お
手

伝
い
を
し
た
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

作文コンクール
2作品を紹介します～
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農作業体験学習
～今月は入賞作品の

持
っ
て
み
ま
し
た
。
ふ
く
ろ
は
三

十
キ
ロ
な
の
で
す
が
、
だ
き
か
か

え
て
持
っ
て
み
た
ら
、
倍
の
六
十

キ
ロ
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

う
ほ
ど
重
く
感
じ
ま
し
た
。
ぼ
く

は
、
た
っ
た
十
セ
ン
チ
位
し
か
持

ち
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
友

達
を
持
ち
上
げ
る
の
は
か
ん
単
だ

け
ど
、
米
ぶ
く
ろ
は
ど
う
し
て
こ

ん
な
に
重
い
の
か
な
と
思
い
ま
し

た
。お
父
さ
ん
に
聞
い
て
み
る
と
、

地
面
か
ら
持
ち
上
げ
る
し
、
友
達

の
と
き
は
、
わ
き
の
下
な
ど
持
つ

と
こ
ろ
が
あ
る
け
れ
ど
、
米
ぶ
く

ろ
は
そ
ん
な
所
が
な
い
の
で
持
ち

上
げ
に
く
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
す
。

も
し
か
し
た
ら
、
あ
と
何
年
か

後
に
は
も
っ
と
性
能
の
よ
い
ラ
イ

ス
グ
レ
ー
ダ
ー
が
開
発
さ
れ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
ぼ
く

は
、
大
き
く
な
っ
た
ら
頭
を
入
れ

な
い
で
、
お
父
さ
ん
や
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
よ
う
に
、
か
た
手
で
も
ふ

く
ろ
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
げ
ん

米
の
入
っ
た
ふ
く
ろ
も
、
軽
々
と

持
ち
上
げ
て
み
た
い
で
す
。

●
入
　
賞
●

ぼ
く
の
家
の

も
み
す
り
マ
シ
ー
ン

大
山
小
五
年
（
現：

六
年
）

�
橋
　
大
地
く
ん

ぼ
く
の
家
で
は
米
を
作
っ
て
い

ま
す
。ぼ
く
は
種
ま
き
や
田
植
え
、

い
ね
か
り
な
ど
の
作
業
を
手
伝
い

ま
す
。

今
年
ぼ
く
の
家
で
は
「
ラ
イ
ス

グ
レ
ー
ダ
ー
」
を
新
し
く
し
ま
し

た
。「
ラ
イ
ス
グ
レ
ー
ダ
ー
」
と
は
、

も
み
が
ら
を
取
っ
た
げ
ん
米
を
、

く
ず
米
と
形
が
そ
ろ
っ
た
米
と
に

分
け
る
機
械
で
す
。
も
み
す
り
の

日
に
お
父
さ
ん
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
機
械
の
試
運
転
を
や
っ
て
い
た

の
で
、
ぼ
く
も
早
速
行
っ
て
み
ま

し
た
。
ぼ
く
の
仕
事
は
、
米
ぶ
く

ろ
を
ラ
イ
ス
グ
レ
ー
ダ
ー
に
セ
ッ

ト
し
て
げ
ん
米
を
入
れ
る
手
伝
い

と
、
く
ず
米
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

た
バ
ケ
ツ
を
か
ら
の
バ
ケ
ツ
と
交

か
ん
す
る
手
伝
い
の
二
つ
で
す
。

お
父
さ
ん
が

「
大
地
、
手
伝
え
。」

と
言
っ
た
の
で
、
米
ぶ
く
ろ
を
セ
ッ

ト
す
る
手
伝
い
が
や
り
た
い
と
言

い
ま
し
た
。
ふ
く
ろ
を
取
り
付
け

る
の
は
か
ん
単
で
、
米
ぶ
く
ろ
を

開
い
て
、
ラ
イ
ス
グ
レ
ー
ダ
ー
の

げ
ん
米
の
出
る
所
の
下
に
あ
る
、

せ
ん
た
く
ば
さ
み
の
よ
う
な
物
で

ふ
く
ろ
の
両
わ
き
を
は
さ
む
と
セ
ッ

ト
完
了
で
す
。
う
ま
く
や
る
コ
ツ

は
、
米
ぶ
く
ろ
を
は
さ
む
時
、
げ

ん
米
が
出
る
所
を
ふ
く
ろ
の
真
ん

中
に
な
る
よ
う
に
セ
ッ
ト
す
る
こ

と
と
、ふ
く
ろ
の
中
ま
で
開
い
て
、

は
さ
み
の
お
く
で
し
っ
か
り
と
は

さ
む
事
で
す
。
最
初
ぼ
く
は
う
ま

く
セ
ッ
ト
で
き
な
く
て
、
ふ
く
ろ

を
は
さ
み
の
先
の
方
で
は
さ
ん
で

落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も

そ
の
と
き
は
ラ
イ
ス
グ
レ
ー
ダ
ー

か
ら
米
は
出
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
ぼ
く
は
機
械
は
頭
が
い
い
ん

だ
な
あ
と
感
心
し
ま
し
た
。
少
し

慣
れ
て
く
る
と
速
く
、
確
実
に
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ぼ
く

が
ふ
く
ろ
を
取
り
付
け
て
い
る
と

妹
が
来
て

「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
手
伝
い
を
交
か
ん

し
て
。」

と
言
っ
た
の
で
交
か
ん
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。今
度
の
手
伝
い
は
、

く
ず
米
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
バ

ケ
ツ
を
か
ら
の
バ
ケ
ツ
と
交
か
ん

す
る
仕
事
で
す
。
ぼ
く
は
、
こ
の

仕
事
は
く
ず
米
が
貯
ま
る
の
に
時

間
が
か
か
る
か
ら
ひ
ま
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
で
も
や
っ
て
み
る
と

く
ず
米
が
入
っ
た
バ
ケ
ツ
と
か
ら

の
バ
ケ
ツ
を
交
か
ん
す
る
時
、
ス

ピ
ー
ド
と
力
が
必
要
な
の
で
大
変

で
し
た
。

こ
の
ぼ
く
の
家
で
使
っ
て
い
る

「
ラ
イ
ス
グ
レ
ー
ダ
ー
」
と
い
う
機

械
で
す
が
、
旧
式
の
ラ
イ
ス
グ
レ

ー
ダ
ー
は
米
ぶ
く
ろ
を
立
た
せ
る

と
き
、
鉄
の
ぼ
う
で
で
き
た
道
具

を
米
ぶ
く
ろ
の
中
に
入
れ
て
、
開

い
て
立
た
せ
て
台
の
上
に
乗
せ
る

の
が
大
変
で
し
た
が
、
新
式
の
も

の
は
、
米
ぶ
く
ろ
を
開
い
て
、
せ

ん
た
く
ば
さ
み
み
た
い
な
物
に
は

さ
む
だ
け
な
の
で
、
旧
式
の
も
の

よ
り
セ
ッ
ト
す
る
の
が
か
ん
単
に

な
り
ま
し
た
。
で
も
新
式
の
ラ
イ

ス
グ
レ
ー
ダ
ー
は
ふ
く
ろ
を
開
く

道
具
が
無
い
の
で
、
ふ
く
ろ
の
中

に
ぼ
く
の
手
を
入
れ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
で
も
な
か
な
か
手
が

と
ど
か
な
い
の
で
大
変
で
す
。
お

父
さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
見
て

い
る
と
、
か
た
手
だ
け
を
入
れ
て

か
ん
単
に
広
げ
て
い
ま
し
た
。
ぼ

く
は
げ
ん
米
の
入
っ
た
ふ
く
ろ
を
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　運動しないと筋肉はどんどん細くなります。常日頃から食べる、排泄、入浴、寝るといった当り
前の生活を続けることや暮らしの中でこまめに体を動かすことが大切です。また、あわせて自分の
体力にあった運動をすることも、歩行能力、バランス能力、筋力などがアップして、当り前の生活
をしていくための能力が高まります。�
　どこへでも自由に外出したり、自分の好きなことをいつまでも続けていくためにも、体を動かす
習慣をつけましょう。�

〔ステップ運動〕�
　安定感のあるものを土台として、上り下りをする運動です。高さは自分にあった楽な高さ（10～
20cm程度）からはじめて下さい。ふらつく場合や膝や腰の悪い方がステップ運動するときは、壁
やテーブルを利用して、両腕で支えながら行って下さい。くれぐれも転ばぬよう注意して下さい。�
　目安は1回約10分の運動です。�

※冬場は特に体を動かす機会が少なくなります。運動し慣れない場合は、急激な運動は、逆に体を痛めてしまうこともあります。�
　自分にあった運動をみつけて、自分にあったペースで体を動かすようにしましょう。�

慣れてきたら、最初に右足からステップを開始したときは、2回目は左足から、と交互に行います。�

寒い冬でも家の中で気軽にできる運動のお勧め�

「家族ほど近すぎず、他人ほど遠すぎない場で、私たちと一緒に考えていきませんか。」
大玉村在宅介護支援センター　�48-3131（内線296）

日　　時：17年2月6日（日）午前10時00分～午後1時00分
場　　所：大玉村デイサービスセンター
内　　容：『介護講座』 講師；岡本宏二氏
対 象 者：現在、ご家庭において介護をされている方
参 加 料：無　料
申込方法：17年1月28日（金）までに、在宅介護支援センター（保健センター

内）へご連絡ください。
そ の 他：当日、介護する方がなくお困りの方は、デイサービスセンターでお世話させていただきます。出

席の連絡の際に、お申し出ください。（その方の昼食は有料となりますのでご了承ください）

たのしいお話と
簡単な体操も
あります

日頃日頃、、気気づかないうちにたまっていづかないうちにたまっている介護疲る介護疲れ・れ・ストレスなストレスなどど、、
つどいに参つどいに参加してリフレッシュし加してリフレッシュし、、元気になりません元気になりませんかか？？
皆様のご参加をお待ち皆様のご参加をお待ちししておりまておりますす。。
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お問い合わせは、大玉村役場健康福祉課または在宅介護支援センターまで。�

健康相談室�

　就職活動中の母子家庭のお母さんを支援し、就職に関する基礎的な知識や就職準備、離転職に役立つノウハウ

を学んでいただくことを目的にセミナーを開催します。�

1．主　　催　　社会福祉法人　福島県社会福祉協議会　福島県母子家庭等就業・自立支援センター�

2．協　　力　　福島労働局、各公共職業安定所�

3．対　　象　　福島県内在住の母子家庭の母及び寡婦�

4．開催会場・日程�

�

�

�

�

�

�

5．内　　容　　講義『現在の雇用状況』　『企業が求める人材像』　ほか�

6．定　　員　　各会場50名（定員になり次第締め切ります）�

7．参 加 費　　無料�

8．託　　児　　今回のセミナーに参加される場合の託児先についてご相談に応じます。�

9．申込期限�

　【①県南地区】平成17年1月11日（火）／【②県中地区】平成17年1月14日（金）�

　【③県北地区】平成17年1月28日（金）／【④会津・南会津地区】平成17年2月4日（金）�

　【⑤いわき地区】平成17年2月7日（月）／【⑥相双地区】平成17年2月10日（木）�

10．申込み、問合せ先�

　社会福祉法人　福島県社会福祉協議会　福島県母子家庭等就業・自立支援センター【担当；関根】�

　〒960－8141　福島県渡利字七社宮111番地�

　電話；024－521－5699（センター直通）または024－521－5662（福祉人材センター兼用）�

　FAX；024－521－5663　　　　　　E-mail；boshi@fukushimakenshakyo.or.jp�

11．申込方法　大玉村役場健康福祉課　社会福祉係までお問合せください。�

平成16年度母子家庭等就職準備セミナー開催�

【日　程】� 【地　区】�
県南地区�
県中地区�
県北地区�

会津・南会津地区�
いわき地区�
相双地区�

①平成17年1月14日（金）�
②平成17年1月18日（火）�
③平成17年2月 1 日（火）�
④平成17年2月 8 日（火）�
⑤平成17年2月10日（木）�
⑥平成17年2月16日（水）�

【会　場】�

県南保健福祉事務所内　会議室�
郡山市総合福祉センター3F　研修室�
福島県総合社会福祉センター3F　第1研修室�
会津保健福祉事務所内　第5会議室�
いわき市総合保健福祉センター　多目的ホール�
相双保健福祉事務所内　会議室�

Ｑ：突然咳がでて、夜中に目覚めることもあります。喘息でしょうか？�
Ａ：喘息とは、炎症によって気管支などの空気の通り道（気道）が狭くなる病気のこと

です。突然起こる呼吸困難や咳などの苦しい発作は、ときに命に関わることもあり
ます。現在日本の喘息患者数は400万人と報告されています。�

　　多くは、ダニ・ハウスダスト・花粉などのアレルゲンと関係している「アトピー型喘
息」と言われますが、風邪のウイルスやストレス、香水の強い香りといった外界からの刺激が要因と
考えられている「非アトピー型喘息」もあります。喘息＝子供の病気というイメージをもつ方もいる
と思いますが、成人後に発症するケースも少なくなく、風邪がきっかけで発見されることもあります。
つらい症状があれば我慢せずに、医師にご相談ください。�
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の
び
の
び
大
玉
っ
子

◇
玉
井
小
学
校
◇

こ
の
二
学
期
に
は
、
た
く
さ
ん

の
よ
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
六

個
だ
け
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

床
は
板
張
り
と
な
り
、
色
彩
も

明
る
く
な
り
、
使
い
や
す
い
教
室

と
な
り
ま
し
た
。
村
当
局
、
教
育

委
員
会
、
工
事
関
係
者
の
皆
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

音
楽
室
が

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

集
団
登
校
・
下
校
が

し
っ
か
り
で
き
ま
し
た

班
長
さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ま
。
地

域
の
皆
様
、
児
童
の
見
守
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

旗
竿
（
ポ
ー
ル
）
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

古
い
掲
揚
塔
は
取
り
外
さ
れ
、

新
校
庭
に
三
本
（
国
旗
、
村
旗
、

校
旗
）
の
ポ
ー
ル
が
掲
揚
台
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
行
事
に

は
三
種
類
の
旗
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
通
常
は
校
旗
、
さ
ら
に
、

毎
月
一
日
に
は
、
安
全
の
日
を
願

っ
て
安
全
旗
を
児
童
会
の
運
営
委

員
会
の
児
童
が
忘
れ
ず
揚
げ
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

も
一
重
に
皆
様
方
の
お
陰
で
あ
り
、

深
く
感
謝
し
大
事
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

算
数
の
勉
強

が
ん
ば
っ
た
よ

本
年
度
、
現
職
教
育
で
算
数
の

学
力
向
上
を
目
指
し
、
全
校
で
取

り
組
み
ま
し
た
。
十
二
学
級
全
て

で
研
究
授
業
を
実
践
し
て
き
ま
し

た
。
特
に
「
共
に
学
び
合
い
高
め

合
う
算
数
授
業
の
創
造
…
…
数
と

計
算
の
領
域
に
お
い
て
」
と
い
う

研
究
主
題
で
Ｔ
Ｔ
職
員
と
共
に
教

職
員
の
資
質
向
上
と
児
童
の
基
礎

学
力
の
定
着
を
図
る
た
め
努
力
し

て
き
ま
し
た
。
最
初
の
頃
は
、
自

主
解
決
も
難
し
か
っ
た
が
回
を
重

ね
る
ご
と
に
理
解
さ
れ
、
全
員
が

活
発
に
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
続
け
ま
す
。
そ
し

て
、
学
力
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

貴
重
な
体
験
をし

ま
し
た

体
験
す
る
こ
と
が
少
な
い
と
い

わ
れ
る
児
童
が
多
い
時
代
、
総
合

的
な
学
習
の
中
で
、
と
て
も
楽
し

健
康
づ
く
り
に

走
り
ま
し
た

朝
、
登
校
す
る
と
校
庭
に
出
て

元
気
よ
く
遊
ん
だ
り
、
走
っ
た
り

す
る
児
童
が
ふ
え
て
き
ま
し
た
。

外
で
元
気
に
活
動
す
る
こ
と
は
、

強
い
身
体
づ
く
り
の
他
に
脳
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
と
て
も

よ
い
活
動
で
す
。

さ
ら
に
、「
記
録
に
挑
戦
」
と

い
う
こ
と
で
も
継
続
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
十
一
月
上
旬
に
実
施

さ
れ
た
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会
に
は
、

そ
の
成
果
が
現
わ
れ
、
新
記
録
が

続
出
し
ま
し
た
。
今
後
も
続
け
さ

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
日
、
寒

い
中
、
応
援
に
来
て
く
だ
さ
っ
た

保
護
者
は
じ
め
多
く
の
皆
様
、
力

づ
け
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

一
、
二
学
期
の
間
、
地
域
、
保

護
者
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
で

活
動
で
き
ま
し
た
こ
と
、
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。

二
学
期
よ
い
こ
と
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
よ

～改装になった音楽室で学習する児童～

～新しくなった掲揚塔～

～熱心に授業をする児童～

～楽器にふれ練習する児童たち～

～大きいイモとれたぞ～

～豆の収穫～

～最後までしっかり走りました～

い
体
験
を
し
ま
し
た
。
二
年
生
、

三
年
生
の
サ
ツ
マ
イ
モ
ほ
り
、
四

年
生
以
上
の
「
邦
楽
ふ
れ
あ
い
教

室
」
で
の
和
楽
器
、
民
謡
体
験
な

ど
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、
公
民
館
事
業
の
一
つ
の

「
な
つ
か
し
の
味
ク
ッ
キ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
」
に
六
年
生
全
員
が
参
加

し
、「
す
い
と
ん
、
リ
ン
ゴ
の
白
あ

え
、
お
か
ら
い
り
」
な
ど
を
作
り
、

ご
指
導
い
た
だ
い
た
お
年
寄
り
の

方
と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
食

文
化
、
伝
統
文
化
を
体
験
す
る
上

で
、と
て
も
貴
重
な
機
会
で
し
た
。
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│
│
│
│
　
こ
の
頁
の
問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯
学
習
課
�
48
―
３
１
３
９
　
│
│
│
│

こ
の
度
、『
あ
だ
た
ら
ふ
る
さ
と

ホ
ー
ル
図
書
室
』
に
、
プ
チ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
芸
術
鑑
賞
会
（
会
長：

小
沼
茂
さ
ん
）
の
皆
さ
ん
か
ら
、

多
く
の
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
た
く
さ
ん
の
本
を
ご
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
貸
し
で
き
る
準
備
も
、
既
に

終
わ
り
、
書
架
に
並
べ
て
皆
様
の

ご
利
用
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

終
わ
り
に
、
プ
チ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
芸
術
鑑
賞
会
の
皆
さ
ん
、
心
の

こ
も
っ
た
た
く
さ
ん
の
本
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

十
二
月
中
に
行
わ
れ
た
社
会
教

育
事
業
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

今
度
は
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
参
加

し
て
み
て
は
？

本
の
贈
り
物
　

ふ
る
さ
と
ホ
ー
ル

社
会
教
育
事
業
ア
ル
バ
ム

なつかしの美味クッキング教室（玉井小）
12月7日開催

手打ちそば教室
12月18日開催

親子スケート教室
12月4日開催

ファミリーおやつ工房
12月12日開催

わんぱく広場閉講式
12月24日開催

～寄贈いただいた たくさんの書物～

1月26日は
「文化財防火デー」です。

昭和24年のこの日、奈良法隆寺金堂の壁画が

火災によって焼失したのを機に、貴重な文化財

を火災から守ろうと制定されました。

文化財は、木造の古い建物がほとんどで火災

が発生しやすく、また、無人であったり消火が

困難な場所に建っていたりすることが多いもの

です。このようなことから、文化財に指定され

た建造物の内部や周囲では、火の使用や喫煙が

制限されています。

私たちの周りにも、数多くの文化財が残され

ています。これらを後世に守り残すために、火

の取扱には十分注意したいものです。
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○
大
玉
村
へ

・
舘
下
満
夫
さ
ん
（
大
山
字
石

位
）
よ
り
門
松
一
対

○
大
玉
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

・
菊
池
繁
子
さ
ん
（
大
山
字
住

吉
）
よ
り
二
万
七
千
四
百
三
円

・
や
ま
ぶ
き
直
売
所
よ
り

二
万
円

・
大
玉
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

よ
り
二
十
三
万
七
千
百
七
十

二
円

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

社
会
保
険
事
務
所
で
は
年
金
相

談
の
時
間
を
延
長
す
る
と
と
も
に
、

休
日
の
相
談
業
務
も
始
め
ま
し
た
。

平
日
に
行
く
時
間
が
な
い
方
は
、

こ
の
機
会
を
逃
さ
ず
に
自
分
の
年

金
に
つ
い
て
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
時
間
の
延
長
は
、
毎
週
月

曜
日（
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

の
午
後
七
時
ま
で
で
す
。た
だ
し
、

一
月
三
十
一
日
（
月
）
と
二
月
二

十
八
日
（
月
）
は
延
長
を
行
わ
ず
、

通
常
通
り
の
午
後
五
時
ま
で
と
な

り
ま
す
。

休
日
の
開
設
は
一
月
二
十
二
日

（
土
）、
二
月
十
九
日
（
土
）
と
二

十
日
（
日
）、
三
月
十
二
日
（
土
）

と
十
三
日
（
日
）
の
そ
れ
ぞ
れ
午

前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま

で
の
開
設
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
東
北
福
島
社
会
保
険

事
務
所
（
�
０
２
４
―
５
３
５
―

０
１
４
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
告
相
談
日
程

１．

期
　
　
日

平
成
十
七
年
二
月
十
日
か
ら
二
月
二
十
二
日
（
主
に
大
山
地
区
の
方
）

平
成
十
七
年
二
月
二
十
三
日
か
ら
三
月
十
五
日
（
主
に
玉
井
地
区
の
方
）

（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

２．

受
付
時
間
　
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

３．

場
　
　
所
　
大
玉
村
役
場
分
庁
舎
会
議
室
（
役
場
裏
）

４．

通
　
　
知
　
混
雑
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
た
め
、
相
談
日
時
を
指
定
し
ハ

ガ
キ
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
で
案
内
の
な
い
方
で

も
、
申
告
の
必
要
な
方
は
お
出
で
下
さ
い
。
な
お
、
税
務
署

か
ら
申
告
書
送
付
の
あ
っ
た
方
は
村
で
も
申
告
で
き
ま
す
。

申
告
の
必
要
な
方

平
成
十
七
年
一
月
一
日
現
在
、
大
玉
村
に
住
所
の
あ
る
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

①
　
営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
の
あ
る
方

②
　
給
与
所
得
の
あ
る
方
で

・
二
ケ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
方

・
年
末
調
整
を
さ
れ
て
い
な
い
方

③
　
土
地
や
建
物
、
山
林
な
ど
の
譲
渡
所
得
の
あ
っ
た
方

④
　
前
年
中
に
所
得
が
な
く
と
も
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る

方
や
後
で
税
関
係
証
明
書
の
必
要
と
な
る
方

申
告
を
す
る
時
に
必
要
な
も
の

①
　
村
か
ら
送
付
さ
れ
た
申
告
相
談
案
内
ハ
ガ
キ

②
　
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申
告
書
（
該
当
者
）

③
　
印
鑑
（
口
座
振
替
納
税
の
方
は
金
融
機
関
届
出
印
）

④
　
預
金
通
帳
又
は
口
座
番
号

⑤
　
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

⑥
　
営
業
、
農
業
、
不
動
産
貸
付
な
ど
の
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
は
、
収

支
の
わ
か
る
書
類

⑦
　
社
会
保
険
料
の
納
付
金
額
の
わ
か
る
も
の
、
生
命
・
損
害
保
険
料
な

ど
の
支
払
証
明
書

（
控
除
該
当
の
場
合
）

①
　
医
療
費
の
領
収
書

②
　
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
申
請
書

お
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
税
務
課

�
４８
―
３
１
３
１

平
成
十
六
年
分
村
県
民
税
の
申
告
相
談
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
の

時
間
延
長
と
休
日

開
設
の
お
し
ら
せ

～大玉村老人クラブ連合会から寄付が手渡されました～ ～舘下満夫さん（右）から門松が寄付されました～
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等
の
検
討
内
容
が
提
案
さ

れ
、
協
力
し
て
進
め
た
い

景
観
づ
く
り
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

次
回
の
会
議
で
は
、
検

討
内
容
を
よ
り
具
体
的
に

協
議
す
る
予
定
で
す
。

※
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
は
、
地
域
や
企
業
の

み
な
さ
ん
に
道
路
の
美

化
清
掃
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
み
な
さ
ん
と

共
に
快
適
な
道
路
づ
く

り
を
行
っ
て
い
く
も
の

で
す
。

農
林
水
産
省
で
は
、
二
月
一
日

現
在
で
『
２
０
０
５
年
農
林
業
セ

ン
サ
ス
』
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
農
林
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
、
今
後
の
農
林
業
の
政
策

に
役
立
て
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る

大
切
な
調
査
で
す
。
一
月
中
旬
か

ら
農
林
業
を
営
ん
で
い
る
皆
様
の

と
こ
ろ
を
調
査
員
が
訪
問
し
て
、

農
林
業
に
関
す
る
経
営
状
況
な
ど

の
記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に
つ

い
て
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
は

使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
　
企
画
財
政
課

企
画
商
工
観
光
係

�
４８
―
３
１
３
１

法
務
局
で
取
り
扱
っ
て
い
る
登

記
、人
権
擁
護
、戸
籍
、国
籍
、供
託

な
ど
の
各
業
務
に
つ
い
て
、
国
民

の
皆
様
か
ら
気
軽
に
御
相
談
い
た

だ
け
る
よ
う
「
法
務
な
ん
で
も
無

料
相
談
所
」
を
下
記
の
と
お
り
開

設
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

記

１
　
日
　
時

平
成
十
七
年
二
月
六
日
（
日
）

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

２
　
場
　
所

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し

ま
　
五
階
　
研
修
室

３
　
内
　
容

登
記
の
手
続
・
土

地
の
境
界
問
題
・
遺
産
相
続
、
地

代
・
家
賃
等
の
供
託
、
戸
籍
・

国
籍
、夫
婦
・
家
庭
内
の
問
題
、

お
年
寄
り
・
子
ど
も
の
虐
待
、

い
じ
め
・
体
罰
問
題
、
セ
ク
シ

ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
障
害

者
の
差
別
問
題
な
ど
に
つ
い
て

４
　
そ
の
他

電
話
相
談
も
併

せ
て
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

０
２
４
―
５
３
４
―
２
０
２
１

０
２
４
―
５
３
６
―
１
１
５
５

０
２
４
―
５
３
６
―
１
１
７
４

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

[
お
問
い
合
わ
せ
先：

福
島
地
方
法

務
局
　
総
務
課
　
電
話
０
２
４
―

５
３
４
―
１
１
１
１
内
線
２
１
２]

２
０
０
５
年

農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
法
務
な
ん
で
も

無
料
相
談
所
」

開
設
の
お
し
ら
せ

十
二
月
九
日
（
木
）、
大
山
公
民
館
に
て
沿
道
事
業
者
調
整
会
議
（
第
一

回
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
福
島
河
川
国
道
事
務
所
で
は
現
在
、

国
道
４
号
拡
幅
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
会
議
は
、
沿
道
に

事
業
所
を
開
設
さ
れ
て
い
る
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
、
大
玉
ら
し
い

一
体
的
な
美
し
い
景
観
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
調
整
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
現
在
検
討
中
の
景
観
整
備
イ
メ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
き
、

○
　
民
地
と
一
体
と
な
っ
た
沿
道
の
景
観
整
備

○
　
看
板
類
の
統
一
化
、
集
約
化
、
デ
ザ
イ
ン
の
検
討

○
　
引
き
込
み
柱
の
地
中
化

○
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
※
）
の
活
用

○
　
村
道
等
を
介
し
た
国
道
へ
の
出
入
り

○
　
景
観
の
方
針
を
共
通
認
識
と
す
る
た
め
に
は

美
し
い
国
道
４
号
の
実
現
に
向
け
て
、

初
の
沿
道
事
業
者
調
整
会
議
を
開
催

～沿道事業者調整会議（第1回）～

最近、メラミン樹脂製の灰皿（表面が滑らかで光沢がある）が、丈夫で壊れにくく値段も安いことから家庭や
職場で使われていますが、吸殻を溜めたまま使用しているとタバコを消したつもりでも炎が出ないまま燃え続け
ガラス製灰皿同様破損を起こし、火災になる危険性が大きいです。
このような火災を未然に防止するため次のことを守って下さい。

①灰皿には吸殻を溜めない　②灰皿には水を入れておく　③タバコを吸ったら完全に消火する

吸 殻 は 溜 め な い で ！
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〈放送大学はテレビ・ラジオを利用して授業を行う正規の大学です。〉
＊入学試験はありません。（大学及び大学院修士科目生・修士選科生）
＊15歳以上なら、誰でも入学できます。（大学）
＊18歳以上なら、誰でも入学できます。（大学院修士科目生・修士選科生）
＊1科目から受講できます。（大学及び大学院修士科目生・修士選科生）

［募集期間］ 大学及び大学院修士科目生・修士選科生
平成16年12月15日（水）～平成17年2月28日（月）

★資料請求・お問合せ先　
詳しくは、放送大学福島学習センターまで　TEL024-921-7471 FAX024-921-7814

放 送 大 学　学生募集中
－ 平成17年度第1学期学部生及び大学院修士科目生・修士選科生学生募集 －

電電子子申申請請ががででききるるよよううににななりりままししたた
ふくしま県市町村共同電子申請システム平成17年1月11日運用開始

電
子
申
請
と
は

電
子
申
請
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

さ
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
自
宅
な
ど

か
ら
行
政
機
関
に
申
請
や
届
出
を
行
え
る
サ
ー

ビ
ス
の
こ
と
で
す
。
従
来
の
窓
口
、
郵
送
で
の

申
請
や
届
出
に
加
え
、
こ
れ
か
ら
は
電
子
申
請

も
可
能
と
な
り
ま
す
。

※
注
意
　
ご
利
用
の
パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
及
び
ブ

ラ
ウ
ザ
等
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

電
子
申
請
の
準
備

電
子
申
請
を
す
る
パ
ソ
コ
ン
の
環
境
や
申
請

を
す
る
た
め
に
必
要
な
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
設
定

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
ユ
ー
ザ
ー
登
録
、
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
取
得
を
事
前
に
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
手
続
に
よ
っ
て
は
、
住
基
カ
ー
ド
等

の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
等
に
よ
る
認
証
局
の
認
証
（
公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
、
電
子
認
証
登
記
所
、

日
本
認
証
サ
ー
ビ
ス
等
）
を
必
要
と
す
る
手
続

も
あ
り
ま
す
。

電
子
申
請
で
で
き
る
こ
と

○
申
請
、
届
出
手
続
に
関
す
る
情
報
の
入
手

○
申
請
、
届
出
書
の
記
入

○
申
請
、
届
出
状
況
の
確
認

○
申
請
、
届
出
の
取
下
げ
申
請

○
申
請
、
届
出
内
容
の
補
正

そ
の
他

住
民
票
や
納
税
証
明
書
等
の
交
付
物
は
、
従

来
ど
お
り
窓
口
で
の
交
付
ま
た
は
郵
送
で
の
交

付
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
電
子
申
請
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

で
説
明
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
下
さ
い
。

U
R
L
http://e-m

adoguchi.jp/
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果
報
と
は
か
く
も
静
か
な
松
の
内
　
　
岩
高
　
　
吉
　
原
　
瑞
　
雲

（
評
）
身
も
心
も
休
ま
る
松
の
内
、
う
ら
や
ま
し
い
か
ぎ
り
。

山
茶
花
や
杖
を
頼
り
の
小
買
物
　
　
　
午
房
内
　
日
　
向
　
み
　
よ

（
評
）
杖
を
頼
り
の
外
歩
き
は
気
骨
が
折
れ
る
が
、
そ
れ
も
齢
か
。

ひ
ね
も
す
を
木
の
葉
降
り
く
る
遊
園
地

吉
丸
山
　
国
　
分
　
淑
　
子

（
評
）
一
日
中
木
の
葉
の
舞
っ
て
い
る
遊
園
地
、
ま
さ
に
冬
隣
り
。

能
面
の
奥
の
眼
や
初
稽
古
　
　
　
　
　
小
次
郎
内

渡
　
辺
　
民
　
子

（
評
）
面
を
付
け
た
や
る
気
の
意
気
ご
み
が
、
漲
っ
て
い
る
初
稽
古
。

た
だ
光
る
だ
け
の
竹
林
深
雪
晴
　
　
　
馬
尽
　
　
菊
　
地
　
孜
　
乃

（
評
）
降
る
だ
け
降
っ
た
雪
の
朝
の
晴
天
、
紺
碧
の
空
に
竹
林
の
緑
が
潔
い
。

広
報
俳
壇
�

鈴
　
木
　
萩
　
月
　
選
�

行　事　名 日　　　時 対　　　象　　　者 場　　　所 持参するもの

こども健康相談

乳児健診

キラキラ教室
（歯科相談）

すこやか教室

４歳児健診

乳がん検診

１歳６ヶ月児健診

平成15年12月生まれ
お子さんのことで相談のある方

平成16年３月、６月生まれの乳児

平成15年３月、14年４月生まれの幼児

平成16年９月、10月生まれの乳児

平成12年８月、９月生まれの幼児

平成15年７月、８月生まれの幼児

40歳以上の女性
※詳しくは、後日お知らせいたします。

・母子健康手帳等

・母子健康手帳
・健診問診表
・バスタオル等
・母子健康手帳
・歯ブラシ
・コップ・タオル等
・母子健康手帳
・健診問診票
・バスタオル等

・母子健康手帳
・４歳児健診問診票

・乳がん検診録

・母子健康手帳
・問診票
・バスタオル等

保 健 衛 生 だ よ り２月

２月７日�
9：00～11：00

２月７日�
受付13：00～13：15

２月７日�
受付13：00～13：15

２月８日�
受付9：15～9：30

２月９日�
受付12：30～12：45

２月21日�
受付13：00～13：15

２月15日�
２月17日�
２月18日�
２月24日�
２月25日�
受付８：30～９：30

13：00～13：30

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

誕
生
お
め
で
と
う

お
　
く
　
や
　
み

（
十
二
月
中
受
付
分
）

玉
　
井

後
藤
　
　
守
　
�

荒
池
山

國
分
　
ミ
ワ
　
�

西
庵

須
藤
　
マ
サ
　
�

上
額
沢

大
　
山

菊
地
　
勝
二
　
�

檀

渡
邉
　
花
子
　
�

柿
崎

＊【福島いのちの電話】のお知らせ　　　　≪相談時間≫ 10時～22時 ≪電話番号≫ 024-536-4343
＊【思春期相談ほっとライン】のお知らせ　≪相談窓口≫ 県北保健福祉事務所　≪電話相談≫ 月～金９時～17時　≪メール相談≫ 随時受付メールアドレス peer＠pref.fukushima.jp

（
十
二
月
中
受
付
分
）

玉
　
井

菊
田
　
恵け

い

冬と

（
裕
明
）
上
永
峰
　

鈴
木
　
玲れ

生お

（
淳
）

大
黒
内
　

安
田
　
　
湊み

な
と
（
直
之
）
中
屋
敷
　

渡
邊
　
梨り

沙さ

（
圭
）

西
庵
　
　

大
　
山

伊
藤
　
　
暉ひ

か
り
（
秀
一
）
大
皿
久
保
　

遠
藤
　
蒼そ

空ら

（
勝
紀
）
大
皿
久
保
　

◎受付期間　　午前9:00～正午
午後1:00～午後5:00
（土・日曜日、祝祭日は除く）

専門の相談員が親身になって相談に応じます。

電話でのご相談もお受けします
024-521-1295（直通）

◎弁護士相談日　毎週木曜日
午後1:00～4:00
（予約制・相談無料・要面談）

福島県自動車保険請求相談センター
（福島市栄町10-21福島栄町ビル5F）

交交交交通通通通事事事事故故故故ででででおおおお困困困困りりりりののののああああななななたたたた…………
ごごごご相相相相談談談談にににに応応応応じじじじまままますすすす
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※ゴミ収集日　●燃えるゴミは毎週水・土曜日　●資源ゴミ・燃えないゴミは毎週木曜日

休　日　当　番　医

（１）午前９時より午後５時までの外来のみ診療。ただし、東和町と岩代町の医院は正午までの診療となります。
（２）医師の都合により変更する場合もあります。

１月23日

１月30日

２月６日

２月11日

２月13日

２月20日

当　　番　　医
県立本宮診療所
（医）菊慈会きくち整形外科
かさい小児科クリニック
（医）広仁会金子医院
（医）よしだこどもクリニック
（医）辰星会枡病院
内科小児科岩本医院
和田医院
（医）博愛会東和クリニック
白沢村国保白岩診療所
（医）しかの眼科
（医）森小児科医院
岩代町国保診療所

当　　番　　医
よしだ内科
（医）青木整形外科医院
（医）佐藤内科胃腸科医院
いしわたクリニック
本田レディスクリニック
（医）安齋内科胃腸科医院
今古堂医院
小泉医院
吉田医院
（医）外科胃腸科肛門科原医院
（医）ダザイ胃腸科内科医院
（医）広仁会金子医院

電話番号
33－2547
23－2627
22－8800
55－2343
34－6418
22－2828
23－0648
55－2303
66－2122
44－2008
62－2520
22－3215
56－2461

電話番号
63－2333
22－3103
22－0174
63－2826
22－0301
22－3001
57－2101
46－2321
34－2463
23－2111
22－9255
55－2343

所在地
本宮町
安達町
安達町
岩代町
本宮町
二本松市
二本松市
岩代町
東和町
白沢村
安達町
二本松市
岩代町

所在地
本宮町
二本松市
安達町
本宮町
二本松市
二本松市
岩代町
東和町
本宮町
二本松市
二本松市
岩代町

心配ごと相談
１月２０日�　大山公民館
２月１０日�　デイサービスセンター日本間
２月２１日�　大山公民館

※相談受付けは、午前９時から正午までです

＝今月の納期＝
村県民税　　　　　　　　（第４期）
国民健康保険税　　　　　（第７期）
介護保険料　　　　　　　（第７期）
水道料　　　　　　　（１２・１月分）
農業集落排水使用料　（１２・１月分）

・口座振替をご利用の方は残高を確認しましょう
・１月３１日までに納めましょう

昨年の10月21日に平成ニコニコ歩こう会で名倉山表登山道より頂上を極めようと相談がまとまり実行致しました。
小姓内より山道に入り、杉木立の中の小石まじりの小道をたどる。所々に大木の道を股いで倒れている箇所が有った。
それを跨いで進む。杉や松の木の間よりもれる日差し。竹林等又余り知らない草花を見つけ、知ってる人に聞いたり、
またたびの蔓等を手に持って見聞したりするうちに道は急斜面になり色々の雑木の茂る林になる。登るみちみち武田
数穂さんの話によれば、山道に接続する地主や地元の有志の方々と本人も参加しての奉仕作業で、小道の改修がなっ
たそうです。誠に有難い事と皆さん感謝の念と汗を流して登りました。無線塔の手前で日記沢口よりの道に合体、木
の間漏れの光の中で汗を拭き一休み。登山の快感を味わう。やがて右側の木の間越しに大玉村の風景が見え、急坂を頂
上へ。約100㎡程の平地に誰が立てたか名倉山頂の立札有り。ささやかなベンチ有り。前面の旧採石場側には、有刺鉄線
の柵が有り、危険防止にもなって居りました。何と申しても東北方には大玉村全景が、役場、学校、神社、お寺各

住居等、手に取る様に見おろせ、観覧車よりの眺めの様で
した。更に北西はるかに霊峰安達太良山の雄姿を仰ぎ、西
北には山間に矢沢部落の渡辺さん宅を目の当たりした時
は、思わず心打たれる思いでした。南は郡山、東南は本宮
町と360度の眺望は他にないのではないかと思われました。
登山の醍醐味を味わう事ができました。皆さんも是非登っ
て見ませんか？
一言付け加えますれば、いかに身近な山とは言え、山は
山、身支度をきちんとして、又山には水はございませんの
で水は必ず御持参下さい。

大玉村の名峰名倉山登山して
平成ニコニコ歩こう会　会長 押山　晃三　

～名倉山の山頂にて～


